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福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
は
、
昭
和

四
十
八
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
道
内
各
地
の
会
員

の
皆
様
、
母
県
で
あ
る
福
島
県
の
関
係
の

方
々
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
歴
史
を
受
け
継

い
で
こ
ら
れ
た
先
人
の
皆
様
の
御
努
力
、

協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
十
周
年
に
当
た
り
、
振
り
返
り
ま
す

と
福
島
県
は
大
き
な
災
害
に
幾
度
も
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
二
十
三
年

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
震
災
に

伴
う
原
発
事
故
に
よ
り
故
郷
に
住
め
な

く
な
り
、
北
海
道
を
始
め
県
外
に
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
も
大
勢
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
が
追
い
打
ち
を
掛
け
ま
し
た
。

福
島
県
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
々
の

生
活
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
き
な
影

響
を
与
え
、
連
合
会
と
し
て
も
母
県
訪
問

の
中
止
や
各
県
人
会
活
動
の
休
止
、
連
合

会
総
会
を
書
面
開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
な
ど
、
会
員
相
互
や
母
県
と
の
交
流
の

機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

連
合
会
は
、
福
島
県
の
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
て
、
各
県
人
会
か
ら
寄
付
や
支

援
を
募
る
な
ど
出
来
る
限
り
の
支
援
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

も
故
郷
の
復
興
に
心
を
寄
せ
、
個
々
に

様
々
な
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
制
限
緩
和
後

に
は
、
各
県
人
会
の
活
動
が
再
開
さ
れ
、

令
和
五
年
五
月
に
は
美
幌
町
及
び
別
海

町
県
人
会
の
御
尽
力
に
よ
り
、
第
五
十
一

回
総
会
及
び
懇
親
交
流
会
を
四
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員

や
御
来
賓
の
皆
様
と
楽
し
い
と
き
を
過

ご
す
中
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
絆
の
温

か
さ
や
強
さ
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
困
難

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
絆
を
引
き
継

い
で
ま
い
り
た
い
と
改
め
て
決
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

震
災
か
ら
十
二
年
が
経
ち
、
福
島
県
の

震
災
か
ら
の
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
各
県
人
会
の
皆
様
は
、
変
わ
ら

ぬ
福
島
県
へ
の
御
支
援
と
情
報
の
発
信

に
今
後
と
も
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
設
立
五
十
周

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
の 

設
立
五
十
周
年
に
寄
せ
て 

 

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄 

 

 
 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
発
足
か
ら
記
念

す
べ
き
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

貴
連
合
会
が
、
半
世
紀
の
長
き
に
渡
り
、

ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
す
る
方
々
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
発
足
当
初
よ
り
、
当
県
の
情
報
発
信
や

県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
場
面
で
も
、
格
別
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
対
面
開
催
が
困
難
と
な

っ
て
い
た
貴
連
合
会
総
会
が
、
本
年
五
月
に

は
網
走
市
に
お
い
て
四
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
結
束
の
強
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
十

二
年
半
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
皆
様
を
始
め
と
す
る
国
内
外
か
ら
の

温
か
い
御
支
援
と
県
民
の
皆
様
の
懸
命

な
御
努
力
に
よ
り
、
本
県
は
着
実
に
復
興

の
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
絶
景
の
秘
境
路
線
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
只
見
線
が
豪
雨
災
害
を
乗
り
越
え
て

十
一
年
振
り
に
全
線
で
運
転
を
再
開
し

た
ほ
か
、
県
内
へ
の
移
住
者
数
や
新
規
就

農
者
数
が
過
去
最
多
を
記
録
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
挑
戦
の
成
果
が

目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

一
方
で
、
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
前

例
の
な
い
複
合
災
害
か
ら
の
復
興
は
、
い

ま
だ
途
上
に
あ
り
、
今
後
も
長
い
戦
い
が

続
き
ま
す
。 

 

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
人
会
の
皆

様
を
始
め
、
福
島
県
に
心
を
寄
せ
て
く
だ

さ
る
全
て
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、
福
島

県
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
や
さ
し
さ
、
す

こ
や
か
さ
、
お
い
し
さ
あ
ふ
れ
る
ふ
く
し

ま
」
の
実
現
に
向
け
て
、
県
民
の
皆
様
が

復
興
を
実
感
し
、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を

一
つ
一
つ
着
実
に
実
現
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 
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結
び
に
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
の

ま
す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
、

御
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝

い
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

宮
城
県
人
会
北
海
道
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

高
橋 

三
郎 

 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
設
立
五

十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
間
連
合
会
運
営
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
役
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご

努
力
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
直
近
の
「
ふ
く
し
ま
県
人

会
だ
よ
り
」
を
拝
見
し
、
県
事
務
所
と
一

体
に
な
っ
た
各
地
区
の
活
動
や
「
全
国
う

つ
く
し
ま
県
人
会
交
流
会
」
の
様
子
を
羨

ま
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

宮
城
県
人
会
北
海
道
連
合
会
で
は
、
昨

年
前
会
長
の
中
村
が
逝
去
し
、
私
が
後
任

に
な
り
ま
し
た
。
私
の
母
は
伊
達
郡
飯
野

町
（
現
福
島
市
）
の
出
身
で
す
の
で
、
福

島
は
子
供
の
頃
よ
く
訪
ね
た
記
憶
が
あ

り
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
地
で
す
。
私
は

小
さ
か
っ
た
の
で
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

松
川
事
件
の
時
、
飯
野
に
い
て
松
川
へ
出

る
汽
車
が
不
通
に
な
っ
た
と
姉
に
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

先
日
札
幌
宮
城
県
人
会
で
は
、
最
初
に

屯
田
兵
村
が
置
か
れ
た
札
幌
市
琴
似
の

屯
田
兵
屋
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
琴
似

屯
田
兵
の
四
分
の
三
は
会
津
藩
と
仙
台

藩
亘
理
伊
達
家
の
旧
藩
士
だ
そ
う
で
、
開

拓
の
始
め
を
福
島
県
と
宮
城
県
出
身
者

で
担
っ
て
き
た
事
が
分
か
り
ま
す
。
近
く

の
琴
似
神
社
に
は
会
津
藩
祖
保
科
正
之

公
と
亘
理
伊
達
家
祖
伊
達
成
実
公
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
屯
田
兵
と
そ
の
子
孫
の
心

の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 

宮
城
県
人
会
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

活
動
が
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た

が
、
昨
年
か
ら
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
、

札
幌
で
も
四
月
に
や
っ
と
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
会
員
減
少
の
た
め
懇
親
会
を
福

島
県
さ
ん
と
合
同
で
行
っ
た
地
区
も
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
ま
だ
油
断
で
き
ず
、

会
員
の
減
少
・
高
齢
化
等
共
通
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
、
両
県
が
繋
が
り
を
深
め

県
人
会
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

結
び
に
当
た
り
、
福
島
県
人
会
北
海
道

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

 

余
市
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

水
野 

隆
志 

  

 
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
設
立

五
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

道
内
各
地
の
福
島
県
人
会
と
会
員

の
交
流
を
振
り
返
る
時
、
連
合
会
の
設

立
は
、
扇
の
要
を
得
た
ご
と
く
で
あ
り
、

こ
の
五
十
周
年
の
歳
月
の
中
で
果
た

し
た
役
割
は
大
変
に
意
義
深
く
大
き

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

余
市
の
福
島
県
人
会
も
一
九
八
五

年
（
昭
和
六
〇
年
）
の
設
立
以
来
、
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま

し
た
事
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

福
島
県
の
出
身
地
と
移
り
住
ん
だ
北

海
道
の
地
と
、
代
を
重
ね
て
道
産
子
（
ど

さ
ん
こ
）
と
な
り
ま
し
て
も
、
二
つ
の
ふ

る
さ
と
を
同
郷
の
縁
で
結
び
、
交
流
を
深

め
合
う
連
合
会
の
活
動
が
、
今
後
共
末
永

く
発
展
さ
れ
る
事
を
祈
念
申
し
上
げ
、
連

合
会
の
皆
様
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す

る
と
共
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

 

【琴似屯田兵村兵屋跡】 

【開村記念碑】 
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福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
は
、
昭
和

四
十
八
年
五
月
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、

今
年
で
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

初
代
連
合
会
会
長
は
、
当
時
の
札
幌
福

島
県
人
会
会
長
の
高
田
富
与
氏
。
同
氏
は

福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で
、
札
幌
市
の
第

五
代
市
長
を
務
め
た
人
物
で
も
あ
り
ま

し
た
。 

連
合
会
設
立
当
初
の
様
子
が
、「
福
島

県
北
海
道
事
務
所 

三
十
年
の
あ
ゆ
み
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

を
抜
粋
し
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
三
日
に
、
札

幌
市
第
一
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
道
内
各
県

人
会
長
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
席
で
、
連

合
会
結
成
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

同
年
の
八
月
八
日
に
、
福
島
県
北
海
道

事
務
所
、
開
設
二
十
周
年
式
典
の
折
り
、

設
立
総
会
の
具
体
的
な
準
備
打
合
せ
が

進
め
ら
れ
た
。 

 

翌
四
十
八
年
五
月
七
日
に
、
函
館
市
湯

川
温
泉
芳
明
荘
に
お
い
て
、
道
内
十
一
県

人
会
よ
り
代
表
六
十
三
名
が
出
席
し
、
県

よ
り
知
事
代
理
と
し
て
折
笠
副
知
事
、
地

元
よ
り
函
館
市
長
等
が
出
席
し
、
盛
大
に

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 
 

 

初
代
連
合
会
長
は
、
札
幌
福
島
県
人
会

長
の
高
田
富
與
氏
が
決
定
し
、
副
会
長
に

は
、
函
館
の
渡
辺
祐
之
介
氏
（
現
在
の
連

合
会
長
）
と
旭
川
の
木
幡
禌
郎
氏
が
選
任

さ
れ
た
。 

 

席
上
で
、
折
笠
副
知
事
よ
り
各
県
人
会

に
、
県
旗
一
流
づ
つ
授
与
さ
れ
、
来
賓
祝

辞
を
頂
き
、
次
年
度
総
会
開
催
地
は
札
幌

で
行
う
こ
と
に
決
定
し
、
第
一
回
の
総
会

は
終
了
し
た
。」 

   

連
合
会
設
立
以
来
、
五
十
年
に
渡
り
、

各
地
区
県
人
会
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
連
合
会
総
会
の
開
催
や
母
県
訪
問

の
実
施
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。 

当
時
の
写
真
や
記
録
か
ら
、
そ
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

昭
和
四
十
八
年
に
は
、
連
合
会
と
し
て

初
め
て
母
県
訪
問
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
三
十
五
名
が
参
加
し
、
会
津

若
松
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。 

以
後
、
三
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
母

県
と
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 
 

【第 10 回総会あいさつ 松平知事】 

（於 上川町層雲峡ホテル大雪 昭 57.5.22） 

【会津若松市内を観光する母県訪問団】 

（於 会津若松市飯盛山 昭 5４.10.18） 

【第６回総会 アトラクション（小樽海洋少年団）】 

（於 小樽国際ホテル 昭 53.6.17） 

【第２回総会あいさつ 高田初代会長】 

（於 札幌市都市会館 昭 49.5.11） 

【第１回連合会総会】 

（於 函館市芳明荘 昭48.5.7） 
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平
成
十
二
年
一
月
に
は
、「
ふ
く
し
ま

県
人
会
だ
よ
り
」
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。 

 

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会

員
通
信
や
母
県
動
向
な
ど
を
紹
介
し
、
本

誌
で
第
四
十
八
号
を
迎
え
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
過
去
の
発
行
号
か
ら
、
懐

か
し
い
記
事
や
写
真
を
抜
粋
し
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

                           

     

【 第２号より（平12.8 月発行） 】 

【創刊号 発刊のごあいさつ（平 12.1 月発行）】 
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【 第 22 号より（平 22.8 月発行） 】 

「第 38 回連合会総会」 

【 第 30 号より（平 26.11 月発行） 】 

「道東三地区福島県人会 合同観楓会開催」 

【 第４号より（平13.9 月発行） 】 

【 第 7 号より（平 15.1 月発行） 】 

「札幌福島県人会創立 85 周年記念観楓会の実施について」 
【 第 12 号より（平 17.8 月発行） 】 

「美幌町福島県人会から…」 
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平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
全
道
各
地
の
福
島
県 

 

人
会
の
皆
さ
ま
が
母
県
を
想
い
、
温
か
い

支
援
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。 

                    

 

 

 

  

【 第 39 号より（平 31.1 月発行） 】 

「新年を迎えて」 

（千歳福島県人会の皆さん） 

 

【 第 24 号より（平 23.9 月発行） 】 

【 第 37 号より（平 30.1 月発行） 】 

「29 年度観楓会開催」 

（旭川福島県人会の皆さん） 

 

【 第 24 号より（平 23.9 月発行） 】 

「風評被害に負けないぞ！今年も好評 福島のもも」 

（苫小牧福島県人会の皆さん） 

【 第 2５号より（平 24.1 月発行） 】 

「母県からの避難者との懇談会を開催」 

（函館福島県人会の皆さん） 
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札
幌
福
島
県
人
会 会

長 
船
山 

一 
 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
が
、
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
達
の
諸
先
輩
の

方
々
が
、
こ
の
北
海
道
の
地
に
移
住
し
、

幾
多
の
困
難
と
厳
し
い
生
活
の
中
に
、
希

望
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
生
き
る
望
み
を

堅
固
に
持
ち
続
け
、
開
拓
精
神
を
抱
き
、

今
日
に
至
る
ま
で
努
力
を
惜
し
む
こ
と

な
く
、
年
月
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
賜
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
現
在
こ
の
北
海
道
の
地
に
お

い
て
、
県
人
会
の
皆
様
が
、
更
に
絆
を
強

く
し
、
結
束
す
る
こ
と
に
よ
り
、
益
々
の

発
展
と
飛
躍
を
誓
い
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

さ
て
、
第
五
十
一
回
を
迎
え
、
開
催
さ

れ
た
北
海
道
連
合
会
総
会
は
、
美
幌
町
県

人
会
、
別
海
町
県
人
会
の
会
員
の
皆
様
が
、

和
気
藹
々
の
中
に
も
会
長
さ
ん
を
中
心

に
盛
大
且
つ
思
い
出
深
い
有
意
義
な
総

会
で
あ
り
ま
し
た
。
会
場
を
提
供
さ
れ
た
、

ホ
テ
ル
網
走
湖
荘
の
従
業
員
、
ス
タ
ッ
フ

の
接
客
マ
ナ
ー
も
よ
く
、
心
に
残
る
ひ
と

と
き
で
あ
り
ま
し
た
。
母
県
か
ら
は
、
公

務
ご
多
忙
の
折
、
副
知
事
鈴
木
正
晃
様
を

は
じ
め
、
県
議
会
副
議
長
様
、
そ
の
他
の

方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
〇
年

に
実
施
し
た
第
十
七
回
母
県
訪
問
の
折

に
は
、
福
島
県
庁
内
に
お
い
て
知
事
様
、

副
知
事
様
の
心
温
ま
る
歓
迎
を
賜
り
、
会

津
訪
問
で
は
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
参
加

者
一
同
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
を
堪
能
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
に
は
、
第

五
十
二
回
北
海
道
連
合
会
総
会
を
千
歳

県
人
会
、
札
幌
県
人
会
が
、
相
協
力
し
て

開
催
す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
コ

ロ
ナ
禍
の
余
波
と
、
肌
身
に
迫
る
不
安
が

日
常
の
生
活
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
が

現
況
で
あ
り
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
克
服

し
、
会
員
の
皆
様
の
元
気
な
お
姿
を
お
迎

え
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
近

年
、
私
達
の
生
活
は
、
衣
食
住
共
に
諸
物

価
高
騰
の
煽
り
を
受
け
、
日
々
の
生
活
が

益
々
厳
し
く
感
じ
る
昨
今
で
す
が
、
来
る

第
五
十
二
回
北
海
道
連
合
会
総
会
に
は
、

万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

函
館
福
島
県
人
会 

会
長 

小
山 

直
子 

 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
の
設
立

五
十
周
年
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
先
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
母
県
福
島

か
ら
北
海
道
の
地
に
移
り
、
寂
し
い
思
い

や
気
候
や
風
習
等
の
違
い
で
戸
惑
い
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
福

島
県
人
の
粘
り
強
い
精
神
性
で
北
海
道

の
大
地
に
根
を
張
り
、
県
人
会
連
合
会
を

設
立
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

函
館
福
島
県
人
会
も
以
前
は
会
員
数

も
多
く
、
総
会
を
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
り
、

春
と
秋
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
得
意
な

方
の
先
導
で
山
菜
採
り
や
川
釣
り
を
楽

し
み
、
採
っ
た
キ
ノ
コ
で
山
菜
汁
を
作
り
、

釣
っ
た
鮎
は
塩
焼
き
し
て
、
川
辺
で
一
日

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。
私
の
両

親
も
福
島
か
ら
来
ま
し
た
が
親
戚
は
お

ら
ず
、
転
勤
族
だ
っ
た
た
め
に
知
り
合
い

も
少
な
く
、
県
人
会
の
皆
さ
ん
に
誘
っ
て

い
た
だ
き
、
お
国
な
ま
り
が
ポ
ン
ポ
ン
出

る
会
話
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
や
近 【箱館奉行所にて】 

【母県訪問で訪れた鶴ヶ城にて】 
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況
報
告
で
、
ま
る
で
故
郷
に
帰
っ
た
よ
う

な
安
心
感
と
安
ら
ぎ
を
い
た
だ
い
た
よ

う
で
す
。 

現
在
は
残
念
で
す
が
、
会
員
も
減
少
し

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
に
遠
出
を

し
て
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
会
員
の
中

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
「
モ
ル
ッ
ク
」

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
の
で
、
来
年
函
館
で
開
催
さ
れ

る
世
界
大
会
の
出
場
は
無
理
と
し
て
も
、

健
康
維
持
と
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
練
習
を
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。 福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
が
今
後

も
会
員
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
長
く
続

く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

旭
川
福
島
県
人
会 

会
長 

佐
藤 

貞
夫 

 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
設
立
五

十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合

会
を
お
支
え
頂
い
た
道
内
の
各
県
人
会

の
諸
先
輩
の
方
々
、
そ
し
て
福
島
県
北
海

道
事
務
所
の
歴
代
所
長
様
を
始
め
事
務

所
の
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
共
旭
川
福
島
県
人
会
は
昭
和

四
十
年
四
月
一
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
て
、

旭
川
市
に
在
住
の
福
島
県
出
身
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
福
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
に
も
会
員
に
な
っ
て
頂
い
て
お
り
、

現
在
は
十
八
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
内
東
旭
川
の
ペ
ー
パ
ン
地
区

に
は
、
旧
太
田
村
（
現
在
の
伊
達
市
）
か

ら
集
団
で
開
拓
移
住
さ
れ
た
方
々
で
独

自
に
設
立
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ン
福
島
県
人

会
が
あ
り
、
お
互
い
に
交
流
を
深
め
て
お

り
ま
す
。 

県
人
会
の
主
な
行
事
と
し
ま
し
て
は
、

北
海
道
連
合
会
総
会
・
懇
親
交
流
会
へ
の

参
加
を
始
め
、
新
年
会
や
秋
に
は
観
楓
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
福
島

の
桃
の
Ｐ
Ｒ
で
旭
川
に
お
い
で
に
な
る

福
島
県
く
だ
も
の
消
費
拡
大
委
員
会
と

の
懇
親
会
で
は
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
の
皆
さ
ん

に
お
目
に
か
か
る
の
を
多
く
の
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
各
県
人
会
の
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

 

別
海
町
福
島
県
人
会 

会
長 

白
石 

政
司 

 

 

 

本
年
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
が

設
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
連
合
会
の
半
世
紀
の
経
過
の
中
に

は
、
様
々
な
課
題
や
出
来
事
が
あ
り
、
そ

の
都
度
歴
代
の
役
員
の
皆
様
や
事
務
所

の
方
々
が
、
多
大
な
ご
苦
労
を
な
さ
れ
た

事
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
別
海
町
福
島
県
人
会
で
す

が
、
五
年
前
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
と
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
北
海
道
連

合
会
の
定
期
総
会
で
す
が
、
広
大
な
北
海

道
で
す
の
で
そ
の
交
通
手
段
が
一
番
大

変
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な
事
に
、
隣
町

の
浜
中
町
県
人
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
町

有
バ
ス
に
幾
度
と
な
く
便
乗
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
心
よ
り
感

謝
す
る
次
第
で
す
。
た
だ
、
先
般
、
同
県

人
会
が
解
散
と
い
う
事
で
残
念
な
思
い

で
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
、
美
幌
町
県
人
会
の
皆
様
と
も
、

古
く
か
ら
観
楓
会
等
を
通
し
て
交
流
を

深
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
末
永
く

交
友
を
通
じ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

【ミスピーチからのももの贈呈】 

【美幌町と合同で開催した観楓会】 
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こ
こ
で
、
我
が
県
人
会
の
あ
る
別
海
町

に
つ
い
て
若
干
紹
介
し
ま
す
。 

 

面
積
一
三
二
〇
平
方
キ
ロ
と
い
う
広

大
な
土
地
に
、
大
き
な
夢
と
希
望
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
た
私
達
の
先
人
は
、
一
九
三
〇

年
（
昭
和
五
年
）、
団
体
や
個
人
と
し
て

入
植
致
し
ま
し
た
。
気
象
条
件
等
様
々
な

困
難
に
対
し
、
持
ち
前
の
東
北
魂
で
こ
れ

を
乗
り
切
り
、
結
果
と
し
ま
し
て
、
別
海

町
は
、
酪
農
で
は
一
戸
あ
た
り
の
乳
牛
の

飼
養
頭
数
は
平
均
二
〇
〇
頭
、
牛
乳
生
産

量
は
一
〇
〇
〇
ト
ン
の
酪
農
王
国
と
な

り
、
漁
業
で
も
鮭
・
マ
ス
・
ホ
タ
テ
等
を

大
量
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。 

私
達
は
、
今
後
と
も
様
々
な
社
会
情
勢

に
対
応
し
、
福
島
県
人
会
の
強
い
絆
と
信

頼
関
係
を
密
に
し
て
頑
張
る
所
存
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

 
 

 

           

美
幌
町
福
島
県
人
会 

副
会
長 

前
崎 

孝
子 

 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
が
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
節
目
の
年
に
、
美
幌
町
及
び
別
海

町
県
人
会
が
開
催
県
人
会
と
し
て
、
第
五

十
一
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総

会
が
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。 

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
、
さ
わ
や
か

な
空
の
も
と
、
各
県
人
会
員
の
皆
さ
ん
が

開
催
地
で
あ
り
ま
す
、
ホ
テ
ル
網
走
湖
荘

に
元
気
な
姿
で
到
着
さ
れ
、
開
催
県
人
会

と
し
て
も
大
変
嬉
し
く
ホ
ッ
と
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
福
島
県
よ
り
副
知
事
、

副
議
長
様
、
ま
た
地
元
か
ら
は
町
長
、
議

長
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
道

か
ら
五
十
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
四
年

振
り
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
出
来
た
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
開
催
県
人

会
と
し
て
は
、
大
変
嬉
し
く
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
し
た
。 

北
海
道
事
務
所
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
、
美
幌
町
、
別
海
町
両
県

人
会
で
担
当
を
無
事
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年

は
札
幌
で
、
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

 

 

 

 

       

 

千
歳
福
島
県
人
会 

会
長 

五
島 

洋
子 

 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
の
設
立

五
十
周
年
の
佳
節
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
半
世
紀
を
ふ
り
返
る
時
、
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
、
福
島
は
世
界
で
経
験
し

た
事
の
無
い
複
合
災
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
十
二
年
経
過
し
た
今
日
、
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
見
事
に
乗
り
越
え
復
興
を
遂

げ
て
い
ま
す
。 

千
歳
県
人
会
の
発
足
当
時
を
詳
細
に

知
る
初
代
、
二
代
目
会
長
、
活
躍
さ
れ
た

先
人
達
は
故
人
と
な
り
、
不
明
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
共
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
心
に
残
る
主
な
行
事
は
、
ま
ず
千
歳

が
当
番
で
開
催
し
た
連
合
会
総
会
で
す
。

三
回
の
開
催
は
、
皆
の
団
結
で
成
功
し
ま

し
た
。
市
開
催
の
ビ
ー
ル
祭
り
で
は
、
国

内
外
の
交
流
地
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の

代
表
者
を
招
き
、
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。

私
達
は
「
ミ
ス
牡
丹
」
を
迎
え
、
応
援
し

ま
し
た
。
前
夜
祭
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
は
圧
巻
で
し
た
。
冬
は
市
内
の
十
四

県
人
会
で
「
郷
土
餅
つ
き
大
会
」
を
開
催

【懇親交流会での歓迎あいさつ】 
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し
、
各
々
故
里
自
慢
の
餅
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。
会
員
の
真
心
で
提
供
さ
れ
た
、
春

先
に
採
っ
た
新
芽
の
蓬
で
つ
い
た
私
達

の
蓬
餅
は
大
好
評
で
、
市
民
の
方
々
に
喜

ば
れ
、
終
了
後
に
は
、
会
員
の
経
営
す
る

店
で
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
を
開
き
ま
し
た
。

災
害
時
は
、
東
北
県
人
会
と
共
に
一
週
間

街
頭
に
立
っ
た
事
も
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。 

 

い
つ
し
か
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
は

全
て
中
止
と
な
り
、
集
合
離
散
の
習
慣
は
、

巣
篭
も
り
生
活
へ
と
一
変
し
ま
し
た
。
気

付
け
ば
会
員
は
高
齢
化
し
、
体
調
に
も
変

化
が
訪
れ
、
会
員
数
の
減
少
に
も
拍
車
が

か
か
っ
て
お
り
、
活
気
溢
れ
る
県
人
会
の

構
築
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

昨
今
、
テ
レ
ビ
か
ら
内
堀
知
事
の
「
復

興
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
来
て
、
見
て
、
食
べ

て
」「
不
可
能
の
反
対
は
挑
戦
」
と
復
興

に
挑
む
発
言
を
聞
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

今
年
網
走
で
の
総
会
で
仲
良
く
な
っ
た

友
は
、
福
島
が
好
き
過
ぎ
て
県
人
会
に
入

会
。
歴
史
が
大
好
き
な
歴
女
で
、
白
虎
隊

に
興
味
が
あ
り
福
島
へ
一
人
旅
に
出
か

け
、
見
て
食
べ
て
語
り
あ
い
、
益
々
福
島

ラ
ブ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
入
会
し
早

十
年
。
県
外
の
私
が
今
迄
続
け
て
来
れ
た

の
は
、
苫
小
牧
の
方
々
の
懐
の
深
さ
、
心

の
広
さ
」
と
言
い
ま
す
。
千
歳
に
は
今
年
、

事
務
局
長
の
紹
介
で
美
唄
市
在
住
の
福

島
県
出
身
者
が
入
会
し
ま
し
た
。
発
想
の

転
換
で
、
身
近
な
家
族
や
市
外
の
方
も
ウ

ェ
ル
カ
ム
。
県
人
会
で
の
出
会
い
は
、
同

郷
の
心
の
結
び
つ
き
で
我
が
人
生
を
豊

か
に
し
、
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
来
春
の

連
合
会
総
会
は
札
幌
・
千
歳
県
人
会
が
主

催
し
ま
す
。
健
康
第
一
の
生
活
に
留
意
し

つ
つ
皆
様
に
お
会
い
出
来
ま
す
様
、
心
か

ら
楽
し
み
に
お
待
ち
致
し
ま
す
。  

苫
小
牧
福
島
県
人
会 

会
長 

渡
辺 

健
治 

 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
が
、
こ
の

度
め
で
た
く
五
十
周
年
記
念
号
を
刊
行

さ
れ
る
に
あ
た
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

苫
小
牧
福
島
県
人
会
は
平
成
元
年
九

月
七
日
に
、
二
十
三
番
目
の
道
内
福
島
県

人
会
と
し
て
創
立
し
、
二
年
後
の
平
成
三

年
二
月
に
初
代
会
長
今
野
氏
の
も
と
、
福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
に
加
盟
申
請

し
、
加
盟
決
定
以
来
、
創
立
の
趣
旨
と
目

的
に
添
い
会
員
と
の
絆
を
大
切
に
親
睦

と
交
流
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

平
成
十
年
に
は
、
苫
小
牧
市
制
五
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
市
の
実
行
委
員
会

か
ら
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
で
郷
土
芸

能
を
披
露
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ

り
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
の
協
力
を
得

て
、
当
県
人
会
は
郷
土
か
ら
ミ
ス
会
津
を

招
聘
す
る
と
と
も
に
、
会
員
と
共
同
出
場

で
「
会
津
白
虎
隊
お
ど
り
」
を
披
露
し
ま

し
た
。 

 

そ
れ
を
契
機
に
平
成
十
一
年
よ
り
会

員
の
参
加
協
力
を
頂
い
て
、
港
ま
つ
り
に

物
産
店
を
出
店
し
、
福
島
県
産
の
「
桃
」

を
販
売
し
ま
し
た
。
現
在
は
「
桃
ジ
ュ
ー

ス
」
も
販
売
し
な
が
ら
、
郷
土
の
物
産
及

び
福
島
県
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
売
上
金
の
一
部
を
苫
小
牧
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

二
十
数
年
間
に
亘
っ
て
寄
付
を
続
け
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
三

重
苦
を
受
け
た
郷
土
に
会
員
個
人
と
当

【ミス牡丹を迎えて】 

【郷土餅つき大会】 

【苫小牧福島県人会結成の基になった「ハマナス国体」 

苫小牧開催の福島県テニス選手の応援風景】 

【会津白虎隊パレード】 

（平成 10 年 8 月 港まつり） 
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県
人
会
か
ら
義
援
金
を
送
り
、
ま
た
、
港

ま
つ
り
会
場
に
来
場
の
皆
様
方
に
復
興

支
援
の
募
金
を
呼
び
か
け
、
当
県
人
会
と

し
て
も
十
年
間
復
興
支
援
金
と
し
て
寄

付
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
十
八
年
の
第
三
十
四
回
福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総
会
苫
小
牧

大
会
、
平
成
二
十
七
年
の
第
四
十
三
回
総

会
苫
小
牧
大
会
の
主
管
県
人
会
と
し
て
、

連
合
会
総
会
を
二
度
担
当
い
た
し
ま
し

た
。
各
県
人
会
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
多

数
参
加
い
た
だ
き
、
成
功
裏
の
内
に
終
了

し
た
記
憶
が
、
昨
日
の
ご
と
く
蘇
っ
て
参

り
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
各
県
人
会
の
会
員
減
少
や

経
済
情
勢
の
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま

す
が
、
県
人
会
の
こ
れ
か
ら
の
事
業
推
進

に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
親
睦
交
流
の
場
で
あ
る
福
島
県
人

会
北
海
道
連
合
会
の
更
な
る
発
展
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

第
五
十
一
回
福
島
県
人
会
北
海
道 

連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

第
五
十
一
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
総
会
が
、
網
走
市
の
「
ホ
テ
ル
網
走

湖
荘
」
で
、
五
月
二
十
七
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

鈴
木
福
島
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
し

た
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
道
内
県
人

会
か
ら
会
員
の
皆
様
等
、
合
計
五
十
二
名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
事
業
計
画
や
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
、
次
回
の
総
会
開
催
を
札
幌
福

島
県
人
会
と
千
歳
福
島
県
人
会
が
合
同

で
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
長
年
県
人
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
皆
様
に
、
福
島
県
知
事
、
福
島

県
人
会
北
海
道
連
合
会
長
か
ら
の
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
感
謝
状
受
彰
者
】 

福
島
県
知
事
感
謝
状 

佐
藤 

貞
夫 

様
（
旭
川
） 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長
感
謝
状 

若
松 

謙
維 

様
（
札
幌
） 

涌
井 

国
夫 

様
（
札
幌
） 

吉
田 

良
子 

様
（
美
幌
町
） 

 

 

 

 

 

懇
親
交
流
会
で
は
、
全
国
新
酒
鑑
評
会

で
金
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県
産
日
本
酒

等
を
味
わ
い
な
が
ら
、
母
県
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
来
賓
の

方
々
を
交
え
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。 

ま
た
、
旭
川
福
島
県
人
会
の
佐
藤
貞
夫

様
が
吟
舞
「
名
槍
日
本
号
」、
同
県
人
会

の
渡
邉
武
治
様
が
「
相
馬
盆
唄
」
を
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

 

四
年
ぶ
り
の
参
集
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
会

員
の
皆
様
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

【民謡で会場を盛り上げた旭川県人会の皆さん】 

【知事感謝状を授与される佐藤様】 【連合会長感謝状を授与される吉田様】 

【港まつり初日 開店前の記念写真】 
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開
催
に
当
た
り
、
主
催
県
人
会
で
あ
る

美
幌
町
県
人
会
及
び
別
海
町
県
人
会
の

皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【懇親交流会でのひとこま】 

【次回総会を担当いただく札幌・千歳両県人会の皆さん】 

【懇親交流会のフィナーレを飾る美幌町・別海町両県人会の皆さん】 
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福島県人会北海道連合会総会開催状況 

 

  

  

  

                              

回 数 年月日 開   催   場   所 参加者 担当県人会 
  第１回 48・５・７ 函館市湯の川温泉・芳明荘  ６３ 函  館 
  第２回 49・５・11 札幌市・都市会館  ６４ 札  幌 
  第３回 50・５・17 上川町層雲峡温泉・ホテル大雪  ９９ 旭  川 
  第４回 51・５・22 阿寒町・阿寒観光ホテル １２１ 釧路･別海町 
  第５回 52・６・11 岩見沢市天望山・万景閣 １４４ 岩 見 沢 
  第６回 53・６・17 小樽市・小樽国際ホテル １４１ 小  樽 
  第７回 54・５・26 音更町・十勝川国際ホテル筒井 １４８ 帯  広 
  第８回 55・６・７ 函館市・湯の川観光ホテル １３７ 函  館 
  第９回 56・５・23 札幌市定山渓温泉・章月ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ １２７ 札  幌 
第１０回 57・５・22 上川町層雲峡温泉・ホテル大雪 １７７ 旭  川 
第１１回 58・６・５ 弟子屈町川湯温泉・御園ホテル １６４ 釧路･別海町･浜中町 

第１２回 59・６・17 小樽市・小樽国際ホテル １３８ 小  樽 
第１３回 60・５・26 音更町・十勝川国際ホテル筒井 １０９ 帯  広 
第１４回 61・５・10 函館市・湯の川観光ホテル １２１ 函  館 
第１５回 62・５・９ 札幌市・定山渓第一ホテル １４１ 札  幌 
第１６回 63・５・14 旭川市・旭川パ－クホテル ２０５ 旭  川 
第１７回 元・６・３ 稚内市・稚内総合文化センタ－ ２２５ 稚  内 
第１８回 ２・５・26 紋別市・紋別市文化会館 ２２８ 紋  別 

第１９回 ３・６・１ 弟子屈町・川湯第一ホテル ２６２ 
釧路･別海町･ 
浜中町･弟子屈 

第２０回 ４・５・31 函館市湯の川温泉・花びしホテル １８２ 函  館 
第２１回 ５・５・22 札幌市定山渓温泉・グランドホテル １９７ 札幌・小樽・余 市 町 
第２２回 ６・５・21 上川町層雲峡温泉・ホテル大雪 ２４６ 旭川・旭川駐屯地
第２３回 ７・５・13 音更町・十勝川国際ホテル筒井 ２１４ 帯  広 
第２４回 ８・５・15 稚内市・稚内全日空ホテル １８４ 稚  内 
第２５回 ９・５・17 紋別市・紋別市文化会館 ２０２ 紋別地区 
第２６回 10・５・23 美幌町・美幌グランドホテル １９９ 美 幌 町 
第２７回 11・５・15 札幌市・札幌不二ホテル １７０ 札  幌 
第２８回 12・５・27 千歳市・ホテル日航千歳 １９１ 千   歳 
第２９回 13・５・26 函館市・花びしホテル  １４０ 函  館 
第３０回 14・５・18 帯広市・ホテルノースランド帯広 １４４ 帯  広 
第３１回 15・５・24 弟子屈町・川湯観光ホテル １６９ 別海町･浜中町 
第３２回 16・５・８ 上川町層雲峡温泉・ホテル大雪 １９５ 旭  川 
第３３回 17・５・14 稚内市・稚内全日空ホテル １４３ 稚  内 
第３４回 18・５・27 苫小牧市・グランドホテルニュー王子１７１ 苫 小 牧 
第３５回 19・５・26 紋別市・ホテルオホーツクパレス １６８ 紋別地区 
第３６回 20・５・24 網走市・ホテル網走湖荘 １４６ 美 幌 町 
第３７回 21・５・23 札幌市・定山渓ビューホテル １６５ 札  幌 
第３８回 22・５・22 千歳市・ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳１６３ 千   歳 
第３９回 23・４・１ 札幌市・北海道経済センター  ２６ 函  館 
第４０回 24・５・26 弟子屈町・川湯観光ホテル １２３ 別海町･浜中町 
第４１回 25・６・１ 上川町層雲峡温泉・ホテル大雪 １２３ 旭  川 
第４２回 26・６・７ 函館市湯の川温泉・湯元啄木亭 １２９ 函  館 
第４３回 27・５・30 苫小牧市・グランドホテルニュー王子１３０ 苫 小 牧 
第４４回 28・５・28 網走市・ホテル網走湖荘 １０９ 美 幌 町 
第４５回 29・５・27 札幌市・定山渓万世閣ホテルミリオーネ１０７ 札  幌 
第４６回 30・５・26 千歳市・ホテルグランテラス千歳 １０２ 千   歳 
第４７回 元・５・18 旭川市・アートホテル旭川  ８４ 旭  川 

第４８回  2・５・27 書面開催    －  

第４９回  3・５・26 書面開催     －  

第５０回  4・５・28 書面開催     －  

第５１回  5・５・27 網走市・ホテル網走湖荘   ５２ 美幌町・別海町 
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県
人
会
の
近
況
に
つ
い
て 

 

札
幌
福
島
県
人
会 

事
務
局
長 
大
山 

洵 

 

寄
稿
と
い
う
事
で
何
を
書
こ
う
か
迷

い
ま
し
た
が
、
今
年
私
が
参
加
し
た
札
幌

福
島
県
人
会
総
会
、
桃
の
販
売
イ
ベ
ン
ト

の
二
つ
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 ま

ず
、
今
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
札
幌

福
島
県
人
会
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
福
島
の
お
酒
」
が
並
ぶ
の

も
毎
年
恒
例
で
、
福
島
の
日
本
酒
を
堪
能

さ
せ
て
貰
っ
た
う
え
、
私
は
余
っ
た
一
升

瓶
を
有
難
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
（
笑
）。 

 
 

総
会
は
札
幌
県
人
会
の
会
員
の
多
く

が
集
ま
る
公
式
の
機
会
で
あ
る
た
め
、
皆

さ
ま
久
々
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。 

今
年
一
月
と
七
月
に
実
施
さ
れ
た
サ

ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
の
桃
や
あ
ん

ぽ
柿
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
は
、
や
は
り
毎
回

「
ふ
く
し
ま
の
桃
」
の
人
気
ぶ
り
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。
開
場
前
に
既
に
多
く
の
方
が

桃
を
買
い
求
め
よ
う
と
並
ん
で
お
り
、
箱

で
購
入
さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
当
日
は
福
島
県
の
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
同
時
に
数
多
く
並
ぶ
の
で

す
が
、
私
も
試
し
に
手
に
取
っ
て
み
る
と
、

実
は
知
ら
な
か
っ
た
福
島
の
ス
ポ
ッ
ト

や
モ
ノ
が
あ
り
、「
ふ
く
し
ま
」
に
つ
い

て
新
発
見
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
七
月
に
実
施
さ
れ
た
方
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年
の
夏
は
非
常
に
暑

く
、
福
島
県
事
務
所
の
方
々
、
そ
し
て
福

島
県
か
ら
応
援
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
職

員
の
方
々
と
一
緒
に
、
準
備
の
た
め
文
字

通
り
「（
大
量
の
）
汗
を
流
し
た
」
訳
で

す
が
、
そ
れ
も
良
い
思
い
出
に
な
り
そ
う

で
す
。 

こ
の
よ
う
に
天
気
気
候
の
移
り
変
わ

り
の
激
し
い
昨
今
で
す
が
、（
も
ち
ろ
ん

私
も
含
め
）
皆
さ
ま
も
ど
う
か
健
康
に
は

ご
留
意
い
た
だ
き
、
元
気
で
お
目
に
掛
か

れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
地
域
に
笑
顔
を 

 

函
館
福
島
県
人
会 

 

会
員 

橘
高 

由
香 

 

 
 

二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
私
た
ち
は
函
館
へ
と
避
難
し
て
き
ま

し
た
。
母
子
四
人
函
館
で
新
た
な
生
活
を

始
め
ま
し
た
。 

幸
い
に
も
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が
私
た

ち
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
見
守
っ
て
く
れ

た
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

新
し
い
環
境
で
の
生
活
の
中
で
、
様
々

な
職
種
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
自
分
の
出
来
る
こ
と
で
い
つ

か
恩
返
し
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

函
館
に
来
て
十
年
目
に
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ジ
ム
を
開
業
し
ま
し
た
。
昨
年
モ
ル
ッ

ク
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
い
、
そ
の
楽

し
さ
と
チ
ー
ム
の
協
力
に
感
動
し
ま
し

た
。
モ
ル
ッ
ク
は
木
の
棒
を
投
げ
て
ピ
ン

を
倒
す
競
技
で
す
。
単
純
だ
け
ど
奥
が
深

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

 

 

 

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
出
会
い
を
通

じ
て
、
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
と
支
援
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
恩
返
し

を
形
に
す
る
た
め
に
、
私
は
モ
ル
ッ
ク
の

市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
地
域
の
笑
顔
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
の
人
生
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【福島のお酒】 

【サッポロファクトリーでの桃の販売】 

【子どもから大人まで楽しめるモルック】 
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  旭

川
宮
城
・
福
島
県
人
会 

合
同
懇
親
会
開
催 

 

旭
川
福
島
県
人
会 

幹
事
長 

圓
谷 

清 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
六
日
（
日
）、
第

一
回
旭
川
宮
城
・
福
島
県
人
会
合
同
懇
親

会
を
旭
川
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
の
総
会
後
の
懇
親
会

で
あ
り
、
参
加
者
一
同
久
し
ぶ
り
の
再
会

と
行
事
を
大
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

各
地
区
の
福
島
県
人
会
も
高
齢
化
と

入
会
者
が
少
な
く
会
員
数
が
毎
年
減
少

し
て
い
る
状
況
と
思
い
ま
す
が
、
当
県
人

会
も
本
当
に
深
刻
な
悩
み
で
す
。
宮
城
県

人
会
も
同
じ
状
況
で
あ
り
、
以
前
よ
り
相

互
に
情
報
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。 

令
和
元
年
度
の
宮
城
県
人
会
観
楓
会

に
、
福
島
県
人
会
か
ら
三
名
参
加
す
る
等

少
し
ず
つ
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
何
処
も

同
じ
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
二
年
か
ら
は

対
面
行
事
が
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
昨
年
後
半
か
ら
、
対
面
総
会
が

で
き
た
際
は
合
同
懇
親
会
を
開
催
す
る

方
向
で
計
画
を
進
め
て
き
た
状
況
で
す
。

今
回
、
合
同
懇
親
会
が
実
現
で
き
、
連
合

会
総
会
の
開
催
と
同
じ
く
本
当
に
嬉
し

い
限
り
で
す
。 

 

 

 

懇
親
会
開
始
前
の
集
合
写
真
撮
影
か

ら
始
ま
り
、
二
十
七
名
の
出
席
者
と
い
う

こ
と
で
以
前
の
よ
う
な
賑
や
か
な
懇
親

会
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
県
の
松
浦
事
務
所
長
に
ご
挨
拶
を

頂
き
、
県
の
現
況
と
各
県
人
会
活
動
状
況

及
び
連
合
会
総
会
開
催
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
の
お
話
が
あ
り
、
特
に
五
月
の
連

合
会
総
会
（
網
走
湖
荘
）
で
の
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。 

演
芸
披
露
で
は
、
当
県
人
会
佐
藤
会
長

の
吟
舞
「
名
槍
日
本
号
」
の
披
露
か
ら
始

ま
り
、
三
味
線
（
菅
野
孝
山
流
玲
山
会
の

皆
様
八
名
）
の
演
奏
で
会
の
盛
会
に
協
力

し
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
カ
メ
ラ
を
盛

ん
に
向
け
て
い
ま
し
た
ね
。
三
味
線
生
演

奏
に
併
せ
て
、
宮
城
県
人
会
大
谷
内
英
子

さ
ん
に
よ
る
民
謡
「
さ
ん
さ
時
雨
」
と
、

福
島
県
人
会
渡
邉
武
治
さ
ん
に
よ
る
「
相

馬
盆
唄
」
の
二
曲
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
を

大
い
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
、
民
謡
で
大
い
に
会
を
盛
り

上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
締
め
の
挨
拶
に
、

婦
人
部
長
髙
木
厚
子
さ
ん
か
ら
、
お
互
い

に
健
康
に
注
意
し
て
次
の
機
会
に
ま
た

元
気
に
会
い
ま
し
ょ
う
と
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。 

宮
城
県
と
福
島
県
は
隣
組
で
昔
か
ら

交
流
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
お
付
き
合
い

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
の
気
持

ち
で
、
最
後
ま
で
大
盛
会
の
懇
親
会
で
し

た
。 

    

第
五
十
一
回
北
海
道
連
合
会 

総
会
を
終
え
て 

 

別
海
町
福
島
県
人
会 

 

  
        

事
務
局
長 

大
内 

照
雄

 
 

 
 

全
道
連
合
会
会
員
の
皆
様
お
元
気
で

し
ょ
う
か
、
別
海
町
県
人
会
事
務
局
で
す
。 

全
国
的
コ
ロ
ナ
感
染
も
ど
う
や
ら
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
、
第
五
十
一
回
北
海
道

連
合
会
総
会
を
四
年
ぶ
り
に
参
集
し
て

開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

当
日
は
、
懇
親
交
流
会
の
担
当
と
し
て

の
責
任
を
痛
感
し
な
が
ら
、
来
賓
各
位
、

会
員
の
皆
様
と
無
事
に
終
了
出
来
ま
し

た
こ
と
、
心
か
ら
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

懇
親
交
流
会
の
司
会
者
を
任
さ
れ
、
交

流
会
の
二
時
間
を
ど
の
よ
う
に
参
加
者

の
皆
様
と
、
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、

引
き
受
け
た
と
き
か
ら
悩
ん
で
い
ま
し

た
。 

 

打
ち
合
わ
せ
も
な
く
、
強
引
に
個
人
の

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
持
参
し
て
、
モ
ニ
タ

ー
テ
レ
ビ
が
用
意
で
き
る
か
ホ
テ
ル
と

交
渉
し
ま
し
た
が
、
結
局
カ
ラ
オ
ケ
の
再

開
は
七
月
以
降
と
の
こ
と
で
、
持
参
し
た

も
の
も
使
用
で
き
ず
、
断
念
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。 

懇
親
交
流
会
に
入
り
、
緊
張
を
し
て
開

会
の
言
葉
を
発
し
ま
し
た
が
、
連
合
会

【モルックの市民団体のメンバーと】 

【合同懇親会での集合写真】 
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長
の
挨
拶
「
カ
ラ
オ
ケ
も
無
い
し
、
福
島

の
酒
を
呑
ん
で
み
ん
な
で
楽
し
く
や
り

ま
し
ょ
う
。」
の
一
言
に
、
会
場
内
が
す

っ
か
り
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、
コ
レ

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
、
感
心
い
た
し
ま
し

た
。
司
会
者
に
と
っ
て
も
、
今
で
も
最
高

の
言
葉
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

前
段
、
い
ろ
い
ろ
と
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、

気
を
遣
い
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
は
す
っ

か
り
ア
ド
リ
ブ
で
、
気
が
付
い
た
と
き
は

終
盤
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
が
過
ぎ

る
の
も
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
そ
れ
も

こ
れ
も
参
加
者
の
皆
様
の
県
人
会
の
絆

と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
四
年
ぶ
り
の

懇
親
交
流
会
は
、
年
が
増
え
た
の
で
は
な

く
、
四
年
ぶ
り
に
若
返
っ
た
感
じ
を
受
け

た
の
は
、
私
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
も
が
心

に
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

懇
親
交
流
会
の
最
後
は
、
恒
例
で
北
海

盆
踊
り
を
参
加
者
で
踊
っ
て
い
ま
し
た

が
、
カ
ラ
オ
ケ
の
な
い
今
年
は
、
総
会
を

開
催
し
た
美
幌
町
、
別
海
町
両
県
人
会
の

皆
様
に
ご
苦
労
様
の
意
を
込
め
、
会
場
一

杯
の
拍
手
で
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

無
事
に
何
事
も
な
く
終
了
で
き
ま
し
た

こ
と
、
地
元
美
幌
町
県
人
会
の
会
長
を
は

じ
め
皆
様
、
事
務
局
の
ご
協
力
が
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
に
代
え
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 
美
幌
町
福
島
県
人
会 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
つ
い
て 

 美
幌
町
福
島
県
人
会 

幹
事
長 

佐
藤 

登 

 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
、
四
年

振
り
の
開
催
と
な
っ
た
第
四
回
美
幌
町

福
島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
六
月

十
八
日
に
「
ア
カ
シ
ヤ
」
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
賓
に
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
長

松
浦
晃
様
、
美
幌
町
長
平
野
浩
司
様
、
美

幌
町
議
会
議
長
戸
澤
義
典
様
を
迎
え
、
県

人
会
メ
ン
バ
ー
十
名
、
協
賛
会
員
八
名
が

勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。 

開
会
の
挨
拶
は
前
崎
副
会
長
が
宣
言

し
、
来
賓
挨
拶
を
松
浦
所
長
、
平
野
町
長

か
ら
い
た
だ
き
、
続
い
て
近
藤
会
長
か
ら

は
歓
迎
の
挨
拶
の
中
で
、
北
海
道
連
合
会

総
会
の
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
戸
澤
議
長
の
乾
杯
の
ご
挨
拶
で
宴

が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
、
美

味
し
い
お
酒
も
あ
り
、
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
時
が
流
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

最
後
は
皆
さ
ん
で
「
美
幌
峠
」
を
合
唱

し
て
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
二
次
会

も
同
じ
会
場
で
開
か
れ
、
酒
が
無
く
な
る

ま
で
飲
み
明
か
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
三

年
近
く
、
皆
さ
ん
も
我
慢
し
て
い
た
か
ら
、

尚
更
楽
し
く
、
懐
か
し
い
時
間
で
し
た
。 

そ
し
て
北
海
道
連
合
会
総
会
の
時
は
、

各
県
人
会
の
多
く
の
皆
様
の
出
席
を
頂

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

来
年
、
札
幌
で
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

 

連
合
会
長
表
彰
を
受
彰
し
て 

 美
幌
町
福
島
県
人
会 

幹
事 

吉
田 

良
子 

 

こ
の
度
、
第
五
十
一
回
福
島
県
人
会
北

海
道
連
合
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
連
合

会
長
表
彰
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
連
合

会
設
立
五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年
に
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
大
変
光
栄
で
あ
り
、
驚
き
と

同
時
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。 

 

私
が
夫
と
三
人
の
ま
だ
小
さ
か
っ
た

子
供
た
ち
と
美
幌
町
に
移
住
し
た
の
は

十
一
年
前
。
そ
れ
ま
で
勤
め
人
だ
っ
た
夫

が
退
職
し
、
北
海
道
で
の
農
業
を
志
し
て

の
事
で
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
北
海
道

は
未
知
の
土
地
で
あ
り
、
親
戚
や
知
人
も

お
ら
ず
、
新
し
い
暮
ら
し
へ
の
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
で
美
幌
の

地
を
踏
ん
だ
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
経
験
の
な
い
北
国
で
の
暮
ら
し
、
初

め
て
の
農
業
に
奮
闘
し
て
い
た
こ
ろ
、
美

幌
町
に
福
島
県
人
会
が
あ
る
こ
と
を
知

り
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
人

会
の
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
家
族
を
温
か
く

迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
会
の
定
例
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
忘
年

会
で
は
、
時
に
北
国
で
の
暮
ら
し
の
知
恵

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
時
に
お
互
い
の
故

郷
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
時
に
よ
く
頑
張

っ
て
い
る
と
激
励
を
い
た
だ
き
、
子
供
た

【談笑する佐藤幹事長】 

【懇親交流会での大内事務局長】 
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ち
の
こ
と
も
、
ま
る
で
ご
自
身
の
孫
で
あ

る
か
の
よ
う
に
気
に
か
け
、
優
し
く
接
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
美
幌
に
親
戚
の
な

い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
る
で
故
郷
の
親

戚
と
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
心
強
さ
を

感
じ
る
場
所
で
し
た
。 

 

 

 

そ
ん
な
温
か
い
美
幌
町
福
島
県
人
会

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
が
美
幌

に
移
住
し
て
早
く
も
十
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
小
さ
か
っ
た
子
供
た
ち
も
す
っ
か

り
大
き
く
な
り
、
上
の
二
人
は
私
の
身
長

を
と
っ
く
に
超
え
、
一
番
下
の
子
も
ま
も

な
く
私
の
背
を
超
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

十
一
年
の
間
に
は
様
々
な
困
難
も
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ

た
の
も
、
い
つ
も
温
か
い
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
、
美
幌
町
福
島
県
人
会
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
美
幌
町
福
島
県

人
会
の
発
展
、
さ
ら
に
は
、
福
島
県
人
会

北
海
道
連
合
会
の
発
展
に
尽
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ふ
る
さ
と
福
島 

 

千
歳
福
島
県
人
会 

監
査 

上
田 

政
則  

 
 

 
 

ま
ず
始
め
に
、
ホ
テ
ル
網
走
湖
荘
で
行

わ
れ
た
第
五
十
一
回
連
合
会
総
会
・
懇
親

会
で
は
、
皆
様
の
真
心
こ
も
っ
た
歓
迎
、

美
味
し
い
料
理
に
美
味
し
い
酒
、
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
福
島
県
で
山
の
中
と
言
え
ば
会

津
、
会
津
で
山
の
中
と
言
え
ば
檜
枝
岐
村

（
南
会
津
）
か
西
会
津
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。
山
を
越
せ
ば
新
潟
県
、
隣
は
山
形

県
。
飯
豊
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
幼
少
期
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
二
一
年
十
月
十
三
日
に
叔
父
が

亡
く
な
っ
た
の
で
、
葬
儀
に
参
加
し
ま
し

た
。
通
夜
は
自
宅
の
あ
る
沢
山
の
飾
り
の

中
で
、
会
津
三
十
三
観
音
の
歌
詠
み
や
お

坊
さ
ん
の
読
経
で
亡
く
な
っ
た
人
を
偲

び
、
三
十
人
ほ
ど
の
人
で
夜
遅
く
ま
で
の

宴
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
は
、
喜
多
方
の

告
別
式
（
火
葬
場
）
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

車
中
か
ら
見
る
会
津
の
み
し
ら
ず
柿

が
寂
し
そ
う
に
下
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

（
会
津
の
み
し
ら
ず
柿
の
名
前
の
由
来

は
、
自
分
の
身
の
丈
以
上
に
た
わ
わ
に
実

を
つ
け
る
こ
と
か
ら
来
て
お
り
、
そ
の
姿

は
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。
干
し
柿
の
天
ぷ
ら

も
美
味
し
い
で
す
。） 

  
 

 

告
別
式
（
火
葬
）
が
終
わ
り
、
帰
宅
し

た
の
が
十
八
時
頃
で
、
周
辺
は
す
っ
か
り

暗
闇
で
す
。 

 

お
坊
さ
ん
は
不
在
で
し
た
が
、
最
後
の

お
勤
め
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
会
津
三

十
三
観
音
の
歌
詠
み
の
中
に
は
番
外
も

あ
り
、
三
十
分
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。 

 

葬
儀
委
員
長
が
「
お
疲
れ
様
。
食
事
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
と
、
会
場
準
備
が

始
ま
り
、
お
手
伝
い
さ
ん
を
中
心
に
宴
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
三
十
分
経
過
し
た
頃
、

お
坊
さ
ん
が
到
着
し
、
一
人
で
お
勤
め
を

始
め
ま
し
た
。 

 

葬
儀
委
員
長
が
「
お
坊
さ
ん
が
あ
ま
り

遅
か
っ
た
の
で
、
勝
手
に
飲
ん
で
い
ま
し

た
よ
」
と
言
う
と
、
お
坊
さ
ん
も
「
わ
か

っ
て
い
ま
す
よ
」
と
答
え
、
読
経
が
終
わ

る
と
宴
席
に
参
加
し
、
亡
き
人
を
偲
び
つ

つ
、
今
日
の
ご
苦
労
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
葬
儀
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。（
身
内
だ
け
の
葬
儀
、

葬
儀
終
了
の
案
内
の
み
。
時
間
指
定
の
通

夜
等
等
。）
会
津
も
大
き
な
お
葬
式
か
ら
、

小
さ
な
お
葬
式
に
変
わ
る
の
も
、
時
の
流

れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
会
津
三
十
三
観

音
の
歌
詠
み
は
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。 

 

飲
み
な
が
ら
、
葬
儀
委
員
長
の
長
谷
沼

清
吉
氏
と
故
人
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
西
会

津
に
も
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
お
墓
が
あ

り
、
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

 

天
正
一
八
年
（
一
五
四
九
年
）
蒲
生
氏

郷
の
会
津
入
部
か
ら
と
言
わ
れ
、
家
臣
団

に
も
多
く
の
信
者
が
お
り
領
民
に
広
ま

っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
保
科
正
之
の

家
臣
に
も
信
者
が
お
り
、
猪
苗
代
・
高

田
・
田
島
に
特
に
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

会
津
は
仏
都
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故

か
山
の
中
の
高
目
、
小
清
水
集
落
に
変
形

十
文
字
の
お
墓
が
あ
り
、
高
目
諏
訪
神
社

の
右
側
に
お
ん
ば
様
と
言
わ
れ
る
祠
が

【会津みしらず柿】 

【吉田幹事ご夫妻】 
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あ
り
ま
す
。
祠
の
正
面
は
、
十
字
文
様
の

四
ツ
目
に
な
っ
て
お
り
、
祠
の
中
に
は
木

造
の
お
ん
ば
様
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

（「
近
世 
山
村
の
暮
ら
し 

長
谷
沼
清

吉
」
一
部
引
用
） 

 

ど
ん
な
山
の
中
で
あ
っ
て
も
、
切
支
丹

と
言
う
だ
け
で
迫
害
を
受
け
た
り
、
年
貢

を
納
め
る
た
め
に
借
金
ま
で
し
て
庶
民

は
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

圧
政
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
会
津
の
人

は
、
義
理
人
情
に
厚
く
、
人
に
優
し
い
土

地
柄
で
す
。
会
津
三
十
三
観
音
を
巡
る
只

見
線
で
の
旅
も
新
た
な
福
島
の
発
見
が

あ
り
ま
す
よ
。 

追
伸 

今
年
は
八
月
一
日
か
ら
二
泊
三

日
の
強
行
軍
で
、
孫
を
連
れ
、
お
墓
参
り

を
し
て
き
ま
し
た
。「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
卒

業
し
た
学
校
だ
よ
」
と
紹
介
し
た
「
ち
い

せ
い
」
新
郷
小
中
学
校
は
、
国
際
芸
術
村

と
し
て
健
在
で
し
た
。 

 
 

現
在
の
私 

 

千
歳
福
島
県
人
会 

会
員 

齋
藤 

久
美
夫 

 
 

 
私
は
、
い
わ
き
市
出
身
で
あ
り
ま
し
て
、

高
校
を
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、

関
東
や
東
北
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
三
年
に
渡
道
し
て
以
来
、
三
十

二
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
二
度
ほ
ど
道
外
（
東
京
、
茨
城
）
で

各
二
年
間
勤
務
し
て
お
り
、
実
質
道
内
に

は
二
十
八
年
住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
千
歳
市
に
十
六
年
と
美
唄
市
に
十

二
年
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
に
美
唄
の
部
隊
に
お

い
て
定
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
入

隊
以
来
三
十
六
年
間
も
、
い
わ
き
市
を
離

れ
て
い
た
た
め
、
地
元
に
は
帰
ら
ず
、
そ

の
ま
ま
美
唄
に
住
み
続
け
、
建
設
会
社
に

再
就
職
致
し
ま
し
た
。
そ
の
約
二
年
後
に

は
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
一
念

発
起
し
て
、
今
は
美
唄
市
の
市
議
会
議
員

と
し
て
、
今
年
の
六
月
か
ら
二
期
目
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
千
歳
に
十
六
年

間
住
ん
で
い
た
縁
も
あ
り
、
当
時
の
知
人

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
令
和
四
年
に

千
歳
福
島
県
人
会
に
入
会
致
し
ま
し
た
。 

 

常
に
「
市
民
の
た
め
、
地
域
発
展
の
た

め
」
を
念
頭
に
、
現
場
第
一
主
義
で
努
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
 

 

 
 

  

       

 

会
津
藩
士
の
曾
祖
父
と
私 

 

苫
小
牧
福
島
県
人
会 

理
事 

角
田 

博
文 

  
 

私
は
十
五
年
前
に
、「
苫
小
牧
福
島
県

人
会
」
に
入
会
し
ま
し
た
。
福
島
県
出
身

の
友
人
か
ら
「
角
田
」
を
「
つ
の
だ
」
と

呼
ぶ
言
い
方
は
「
福
島
県
人
」
で
、「
角

田
」
を
「
か
く
た
」
を
呼
ぶ
言
い
方
は
、

「
宮
城
県
人
」
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

県
人
会
へ
の
入
会
に
あ
た
っ
て
は
、
会
の

顧
問
で
あ
り
「
会
津
坂
下
町
」
出
身
で
、

元
道
議
会
議
長
を
さ
れ
て
い
た
遠
藤
連

氏
か
ら
の
紹
介
で
し
た
。 

私
の
曾
祖
父
で
あ
る
「
角
田
奇
山
（
き

ざ
ん
）」
は
、
会
津
藩
士
で
し
た
。「
戊
辰

戦
争
」
で
敗
れ
た
の
ち
、
安
住
の
地
を
求

め
て
函
館
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
函
館

で
一
家
を
構
え
て
、
私
の
祖
父
や
父
が
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
曾
祖
父
の
「
角
田
奇

山
」
は
、「
會
津
藩
校
日
新
館
」
で
「
文

武
」
を
学
び
、
藩
主
よ
り
ご
褒
美
と
し
て

二
回
「
漢
籍
」
を
賜
っ
た
こ
と
を
誇
り
に

【旧新郷中学校を活用した西会津国際芸術村】 

【趣味のクロスカントリー】 
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し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

 

 

函
館
で
は
、「
大
森
町
駐
在
所
」
の
駐

在
さ
ん
と
し
て
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
退
職
後
は

「
大
森
慈
善
学
校
」
を
開
設
し
て
地
域
の

子
供
達
に
無
償
で
勉
強
を
教
え
て
い
た

そ
う
で
す
。 

私
は
「
会
津
藩
士
」
の
末
裔
で
す
が
、

今
日
ま
で
一
度
も
会
津
若
松
市
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
鶴
ヶ
城
」
や

「
藩
校
日
新
館
」、「
白
虎
隊
士
の
墓
」
を

訪
れ
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。 

「
会
津
藩
士
」
は
、
青
森
県
へ
の
移
住

を
強
制
さ
れ
た
の
で
、
福
島
県
内
に
親
戚

は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
唯
一
「
と
ま
こ
ま
い

港
ま
つ
り
」
の
テ
ン
ト
内
で
福
島
県
の
桃

を
一
緒
に
販
売
し
て
い
る
「
苫
小
牧
福
島

県
人
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
望
郷
「
福
島
」

へ
つ
な
が
る
「
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）」

で
す
。 

十
年
ほ
ど
前
に
「
会
津
高
校
野
球
部
」

の
選
手
達
が
、
全
国
一
に
な
っ
た
こ
と
の

あ
る
「
駒
澤
大
学
付
属
苫
小
牧
高
校
」
野

球
部
の
グ
ラ
ン
ド
に
来
て
、
両
校
の
練
習

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
家
族
の

応
援
も
む
な
し
く
、
遠
来
の
高
校
球
児
達

は
敗
れ
ま
し
た
が
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。
球
児
達
の
姿
が
、

望
郷
「
福
島
」
と
重
な
っ
て
、「
桃
」
売

り
を
し
な
が
ら
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

親
子
三
代
県
人
会
に
加
入
し
て 

 苫
小
牧
福
島
県
人
会 

理
事 

岸
本 

和
香  

 

遡
る
こ
と
四
半
世
紀
以
前
、
ま
だ
高
校

生
だ
っ
た
私
は
母
の
手
伝
い
を
と
思
い
、

初
め
て
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
で
桃
売

り
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
頃
は
ま
だ
会
員
数
も
少
な
く
、
人

手
が
欲
し
い
と
の
こ
と
で
姉
と
一
緒
に

店
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見
よ

う
見
ま
ね
で
桃
に
フ
ル
ー
ツ
キ
ャ
ッ
プ

を
被
せ
、
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

今
み
た
い
に
ラ
テ
ッ
ク
ス
手
袋
な
ど
出

回
っ
て
い
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
そ
の

頃
は
そ
っ
と
桃
を
持
ち
、
品
質
確
認
を
し

な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
今
で
こ
そ
福
島

の
桃
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
い
る
方
々

が
、
年
に
一
度
の
お
祭
り
の
時
に
「
待
っ

て
ま
し
た
。」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
早
い

時
間
か
ら
買
い
に
来
て
く
れ
ま
す
が
、
当

時
は
そ
う
も
い
か
ず
、
声
が
枯
れ
る
ほ
ど

の
呼
び
込
み
や
試
食
を
た
く
さ
ん
行
い
、

足
を
止
め
て
く
れ
る
お
客
様
一
人
ひ
と

り
に
福
島
の
桃
の
美
味
し
さ
を
宣
伝
し

て
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

苫
小
牧
市
制
五
十
周
年
に
「
会
津
白
虎

隊
お
ど
り
」
を
披
露
す
る
こ
と
と
な
り
、

神
野
前
会
長
さ
ん
が
姉
の
働
く
職
場
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
原
稿
を
も
っ
て
き
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
姉
は
白
虎
隊

の
パ
レ
ー
ド
に
、
私
と
母
は
一
緒
に
会
場

で
桃
売
り
に
励
み
な
が
ら
楽
し
く
過
ご

し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
こ
そ
ミ
ス
ピ
ー
チ
と
並
ん
で
販
売
し

た
こ
と
を
。 

 

 

 

母
の
後
を
継
ぐ
よ
う
に
私
も
県
人
会

に
入
り
、
今
で
は
娘
も
会
員
と
な
り
、
今

年
の
お
祭
り
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
私

が
お
手
伝
い
し
始
め
た
頃
の
歳
と
同
じ

な
の
で
感
慨
深
い
の
も
あ
り
ま
す
が
、
娘

の
目
的
は
桃
！
（
笑
）
生
ま
れ
た
時
か
ら

食
べ
親
し
ん
で
い
る
福
島
の
桃
は
、
娘
に

と
っ
て
も
そ
う
で
す
が
、
私
達
一
家
で
は

【會津藩校日新館 （会津若松市）】 

【姉と一緒に（右が私）】 

【港まつり 開店前の行列（令和５年度）】 
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毎
年
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。 昨

年
長
期
入
院
し
て
い
た
母
も
、
退
院

し
た
当
時
は
食
事
も
ま
と
も
に
摂
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
桃
の
お
か
げ
も
あ

り
食
欲
が
戻
り
、
今
で
は
ど
う
見
て
も
健

康
体
！
暑
い
夏
で
バ
テ
ず
に
済
む
の
も
、

こ
の
桃
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
桃
、
冬
は
リ
ン
ゴ
と
、
果
物
好
き
の

我
が
一
家
で
は
、
母
が
福
島
生
ま
れ
で
よ

か
っ
た
な
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
と
楽
し
く
笑
い
合
い

な
が
ら
、
県
人
会
の
発
展
の
た
め
に
協
力

し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

 

 

  

 

 

 

第
十
三
代
所
長 

 

末
永 

 

弘 

（
平
成
九
年
四
月
～
十
二
年
三
月
在
籍
）  

 

大
変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
設
立
五

十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

半
世
紀
も
の
間
「
よ
き
か
な 

わ
が
母

県
・
福
島
」
を
合
い
言
葉
に
、
各
地
区
の

福
島
県
人
会
の
持
ち
回
り
で
北
海
道
各

地
で
総
会
を
開
催
さ
れ
、
今
年
で
五
十
年

に
も
な
っ
た
の
で
す
ね
。
五
十
年
間
も
継

続
す
る
こ
と
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
、

改
め
て
県
人
会
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

私
が
在
籍
し
た
の
は
、
平
成
九
年
度
か

ら
十
一
年
度
の
三
年
間
で
し
た
が
、
当
時
、

道
内
に
は
十
六
の
福
島
県
人
会
が
あ
り
、

八
百
名
を
超
す
大
き
な
組
織
で
し
た
。 

 

当
時
の
連
合
会
長
は
旭
川
の
梅
津
一

四
郎
さ
ん
で
、
そ
の
後
函
館
の
上
田
小
八

重
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。 

着
任
し
た
ば
か
り
の
平
成
九
年
の
総

会
は
、
第
二
十
五
回
と
い
う
区
切
り
の
大

会
で
、
道
北
の
紋
別
県
人
会
の
当
番
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
紋
別
で
の
前
回
大
会
に

は
、
副
知
事
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
ど
う
し
て
も
知
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
地
元
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
知
事
ご
夫
妻
で
の
出
席
が
実

現
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
二
百
名
近
い

方
々
の
参
加
で
大
変
盛
り
上
が
っ
た
総

会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
十
年
は
、
道
東
地
区
の
当
番
で
し

た
が
、
美
幌
県
人
会
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
、
準
備
の
た
め
美
幌
町
ま
で
バ
ス
で

通
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
懇
親
会
の
最
後
に
は
参
加
者
全
員

で
盆
踊
り
を
踊
り
、
翌
年
の
再
会
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

平
成
十
一
年
は
、
札
幌
で
の
開
催
で
し

た
が
、
札
幌
県
人
会
の
皆
様
は
何
度
も
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
準
備
等
に
は
慣

れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
「
ふ
く
し
ま
県
人
会
だ
よ
り
」

は
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

県
人
会
と
事
務
所
の
繋
が
り
を
強
化
す

る
た
め
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
考

え
、
平
成
十
年
山
口
次
長
に
お
骨
折
り
を

い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

思
い
出
の
多
い
札
幌
で
の
三
年
間
で

し
た
が
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
及

び
各
県
人
会
の
今
後
益
々
の
発
展
と
皆

様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
挨
拶

と
致
し
ま
す
。 

【港まつりにデビューした娘と私】 

 

【佐藤元知事による会津藩士の墓参】 

【第 25 回連合会総会にて】 
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福
島
県
統
計
課 

主
任
主
査 

安
部 

宏
宣 

（
平
成
二
十
四
年
四
月
～
二
十
七
年
三
月
在
籍
） 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
設
立
五

十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
大
事
な
節
目
に
拙
文
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
書
く
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 思

い
起
こ
す
に
、
私
が
北
海
道
へ
赴
任

し
て
い
た
の
は
平
成
二
十
四
年
四
月
か

ら
平
成
二
十
七
年
三
月
ま
で
の
三
年
間

で
、
東
日
本
大
震
災
後
の
混
乱
も
一
段
落

し
た
頃
で
し
た
。 

異
動
を
希
望
し
続
け
て
二
十
余
年
。
念

願
叶
っ
て
北
海
道
事
務
所
に
着
任
し
、
そ

れ
か
ら
間
も
な
く
行
わ
れ
た
川
湯
温
泉

で
の
総
会
で
は
、
新
参
の
私
は
た
だ
右
往

左
往
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
ん
な
私

を
各
県
人
会
の
皆
さ
ん
は
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
の
を
今
で
も
昨
日
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
も
事
務
所

が
催
す
物
産
展
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

モ
モ
の
販
促
会
な
ど
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
り
、
逆
に
各
地
の
県
人
会
が
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
招
い
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
親
し
く
交
流
を
深
め
ら
れ
た

の
は
、
仕
事
の
上
で
も
個
人
的
に
も
大
事

な
出
来
事
と
し
て
脳
裡
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
県
を
飛
び
出
し
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
福
島
県
が
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
か
、
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
知
れ
た

こ
と
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。 

福
島
に
戻
っ
て
か
ら
早
く
も
九
年
が

経
ち
ま
す
が
、
濃
密
な
三
年
間
を
過
ご
し

た
第
二
の
故
郷
と
も
い
う
べ
き
北
海
道

へ
の
思
慕
の
念
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て

お
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
妻
も
息
子
も
道
産
子
ゆ
え
、

こ
れ
か
ら
も
渡
道
す
る
機
会
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
お
目
に
か
か
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康

と
、
連
合
会
並
び
に
各
県
人
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
福
島
の
地
よ
り
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

福
島
県
農
業
振
興
課 

 
 
 
 

主
幹  

 

菅
野 

英
二 

 
 

（
第
十
九
代
主
幹
兼
次
長 

令
和
二
年
四
月
～
五
年
三
月
在
籍
） 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
の
設
立

五
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 私

は
、
令
和
二
～
四
年
度
の
三
年
間
、

福
島
県
北
海
道
事
務
所
に
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
間
は
、
正
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る
最
中
で
、
通
常

の
業
務
や
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る

状
況
で
し
た
。 

県
人
会
活
動
も
大
き
く
影
響
を
受
け

た
一
つ
で
す
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
毎
月
の

よ
う
に
開
催
さ
れ
る
各
地
区
県
人
会
主

催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
年
明
け
か

ら
は
、
各
地
区
県
人
会
の
総
会
な
ど
の
行

事
が
目
白
押
し
で
す
。
し
か
し
、
令
和
三

年
度
ま
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
何
よ
り
参
集
に
よ
る
連
合
会

総
会
が
開
催
で
き
ず
、
私
は
、
一
度
も
総

会
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
福
島
に
戻
っ

た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
二

年
度
は
、
函
館
県
人
会
の
担
当
に
よ
り
準

備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
段
階
で
の
参
集
中

止
決
定
、
令
和
三
年
度
は
、
準
備
段
階
か

ら
開
催
不
可
と
判
断
し
て
の
書
面
開
催
、

令
和
四
年
度
は
、
美
幌
町
と
別
海
町
の
県

人
会
が
担
当
の
道
東
地
区
開
催
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
結
局
は
書
面
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の
五
月
に
、
令

和
五
年
度
総
会
が
道
東
地
区
で
開
催
で

き
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
る
と
と

も
に
、
美
幌
町
県
人
会
の
近
藤
会
長
様
始

め
美
幌
町
及
び
別
海
町
県
人
会
会
員
の

皆
様
、
関
係
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努

力
が
実
っ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
す
。 

 

 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
最
小
限
に
し
な
が

ら
の
各
地
区
県
人
会
へ
の
訪
問
で
は
、
県

人
会
の
皆
様
の
福
島
を
応
援
す
る
温
か

い
お
気
持
ち
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
的
に
は
、
前
連
合
会

長
と
事
務
所
職
員
と
が
稚
内
や
利
尻
島

に
あ
る
会
津
藩
士
の
墓
を
訪
れ
た
際
、
本

県
ゆ
か
り
の
方
々
が
大
事
に
管
理
さ
れ

【鹿児島にて】 

【美幌町県人会の皆さんと】 
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て
い
る
様
子
を
窺
い
知
り
、
嬉
し
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

北
海
道
を
離
れ
て
半
年
以
上
が
経
ち
、

時
折
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
を
観
る
と
北

海
道
と
福
島
県
と
の
距
離
を
改
め
て
感

じ
ま
す
が
、
今
で
も
県
人
会
の
皆
様
と
の

交
流
を
鮮
明
に
思
い
出
す
と
と
も
に
懐

か
し
く
も
あ
り
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
皆

様
に
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
、
県
人
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
ご
留
意
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
会
員
相
互
の
連
携
を

密
に
さ
れ
な
が
ら
、
北
海
道
と
福
島
県
の

橋
渡
し
役
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

   

 

 

札
幌
福
島
県
人
会 

 

伊
藤 

孝
介 

様
（
出
身 

南
相
馬
市
）  

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
！
伊
藤

孝
介
と
申
し
ま
す
。 

日
本
酒
は
会
津
中
将
、
仁
井
田
本
家
が

好
き
で
す
。
夏
に
な
る
と
相
馬
盆
唄
が
聴

き
た
く
な
り
ま
す
。 

同
郷
の
皆
様
と
福
島
の
話
が
で
き
る

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
地
元

の
話
だ
け
で
な
く
人
生
に
つ
い
て
も

色
々
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
で
す
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

大
島 

勝
利 
様
（
出
身 

宮
城
県
） 

 

 

昨
年
四
月
に
札
幌
に
赴
任
し
ま
し
た

「
大
島
勝
利
」
と
申
し
ま
す
。 

三
井
住
友
海
上
と
い
う
保
険
会
社
で

働
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
三
月
ま
で
は

福
島
の
郡
山
市
に
お
り
ま
し
た
。
自
身
の

出
身
は
仙
台
市
で
す
が
、
父
の
実
家
が
福

島
県
の
石
川
町
で
あ
り
、
親
戚
が
最
も
多

い
の
が
福
島
県
で
す
。 

福
島
は
故
郷
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

苫
小
牧
福
島
県
人
会 

 

岸
本 

眞
依 

様
（
出
身 

福
島
市
）  

祖
母
、
母
、
私
と
三
代
目
の
加
入
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
若
輩
の
会
員
と
な
り
ま

す
が
、
先
輩
の
皆
様
の
ご
指
導
方
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    
 

 

 
 福

島
県
北
海
道
事
務
所 

次
長 

 
 
 

松
野 

英
行 

（
出
身 

伊
達
市
） 

 
 

 
私
は
職
員
と
し
て
の
約
三
十
年
間
、
農

業
技
術
吏
員
と
し
て
主
に
果
樹
の
生
産

振
興
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

出
身
は
福
島
県
伊
達
市
で
す
。
伊
達
市

は
福
島
県
北
部
の
福
島
盆
地
に
あ
り
、
県

内
で
も
果
物
の
生
産
が
と
て
も
盛
ん
な

地
域
で
す
。
い
ち
ご
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
プ

ラ
ム
、
も
も
、
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、
か
き
、

あ
ん
ぽ
柿
と
一
年
中
い
つ
で
も
旬
の
果

物
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
来
て

半
年
が
経
ち
ま
す
が
、
福
島
県
の
も
も
、

あ
ん
ぽ
柿
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々

が
と
て
も
多
い
こ
と
に
、
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。 

赴
任
早
々
、
第
五
十
回
と
い
う
節
目
、

さ
ら
に
は
四
年
ぶ
り
の
集
合
開
催
と
な

っ
た
北
海
道
連
合
会
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
巡
り
合
わ
せ
の
良
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
県
人
会
の
皆
様
と
と

も
に
福
島
県
と
北
海
道
の
交
流
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

   

【田中前会長と訪れた利尻島にて】 

【連合会総会での司会進行】 
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福
島
県
北
海
道
事
務
所 

副
主
査 

 
 
 
 

齋
藤 

光 

（
出
身 

伊
達
市
） 

 
 

 

四
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
齋
藤
と
申
し
ま
す
。 

実
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
福
島
を
離

れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
前
の
職

場
に
は
四
年
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
異
動
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
ら
、
ま
さ
か
の
北
海
道
事
務
所
へ

の
異
動
辞
令
で
し
た
。
北
海
道
事
務
所
へ

の
異
動
の
内
示
を
聞
い
た
時
は
大
変
に

驚
き
ま
し
た
が
、
約
半
年
住
ん
で
み
て
、

自
然
も
豊
か
で
食
べ
物
も
美
味
し
く
、
県

人
会
の
皆
様
も
優
し
く
親
切
で
、
改
め
て

北
海
道
に
転
勤
と
な
っ
て
良
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
福
島
か
ら
車
も
持
っ
て

来
て
い
ま
す
の
で
、
広
大
な
北
海
道
を

隅
々
ま
で
ま
わ
っ
て
、
季
節
ご
と
の
魅
力

を
肌
で
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
趣
味
の
登
山
も
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
北
海
道
に
は
日
本
百
名
山
が

九
座
あ
り
ま
す
の
で
、
制
覇
し
た
い
と
い

う
野
望
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
旭
岳
、
羊

蹄
山
、
利
尻
山
に
登
り
ま
し
た
。
ど
の
山

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
が
、
特
に
利
尻

山
は
夜
行
バ
ス
と
フ
ェ
リ
ー
を
乗
り
継

ぎ
、
移
動
だ
け
で
半
日
以
上
か
か
っ
た
上
、

海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
標
高
一
七
二
一

メ
ー
ト
ル
ま
で
一
気
に
登
り
、
山
頂
で
三

六
〇
度
の
大
展
望
を
味
わ
え
ま
し
た
の

で
、
達
成
感
は
ひ
と
し
お
で
す
。
今
度
は

花
の
浮
島
・
礼
文
島
に
も
行
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
県
人
会
の
皆
様
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
福
島
県
産
農
産
物

の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
誘
客
を
は
じ
め
、
私
の
生

ま
れ
育
っ
た
福
島
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

  

 

全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
、 

福
島
県
の
日
本
酒
十
四
銘
柄
が 

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た 

 

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
が

開
催
し
て
い
る
令
和
四
酒
造
年
度
「
全
国

新
酒
鑑
評
会
」
に
お
い
て
、
福
島
県
か
ら

二
十
八
銘
柄
が
入
賞
し
、
そ
の
う
ち
十
四

銘
柄
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
全
国
で
五
番
目
に
多
い
数
で
、

金
賞
受
賞
数
日
本
一
の
連
続
記
録
は
惜

し
く
も
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

「
ふ
く
し
ま
の
酒
」
の
製
造
技
術
・
品
質

の
高
さ
を
全
国
に
示
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

引
き
続
き
、
福
島
県
の
美
味
し
い
日
本

酒
を
応
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

【
金
賞
酒
一
覧
】 

 

〔
金
水
晶
酒
造
店
〕
金
水
晶 

〔
有
賀
醸
造
〕
陣
屋 

〔
千
駒
酒
造
〕
千
駒 

大
吟
醸 

〔
玄
葉
本
店
〕
あ
ぶ
く
ま 

〔
佐
藤
酒
造
店
〕
藤
乃
井 

〔
豊
國
酒
造
〕
東
豊
国 

〔
人
気
酒
造
〕
人
気
一 

〔
東
日
本
酒
造
協
業
組
合
〕
奥
の
松 

〔
山
口
〕
会
州
一 

〔
吉
の
川
酒
造
店
〕
会
津
吉
の
川 

〔
ほ
ま
れ
酒
造
〕
会
津
ほ
ま
れ 

〔
渡
部
謙
一
（
開
当
男
山
酒
造
）

〕
開
当
男
山 

〔
男
山
酒
造
店
〕
会
津
男
山 

回 

〔
白
井
酒
造
店
〕
萬
代
芳 

 

 

【海の向こうに見える利尻山】 

【令和４酒造年度金賞受賞酒】 

【ニセコ高橋牧場から見た羊蹄山】 
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福島県人会北海道連合会紹介チラシ  
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（総 則） 

第１条  本会は、福島県人会北海道連合会と称す

る。 

第２条  本会の会員は、北海道各地区の福島県人会

（以下県人会という）をもって組織する。 

第３条  本会の事務局は、札幌市中央区北１条西

２丁目２番１号北海道経済センター５階 

福島県北海道事務所に置く。 

 

（目 的） 

第４条  本会は、会員相互の親睦を厚くし、県並び

に県人に福利増進を図ることを目的とす

る。 

 

（役 員） 

第５条  本会に、次の役員を置く。 

     (1) 会   長     １ 名 

     (2) 副 会 長     ２ 名 

     (3) 理   事     若干名 

     (4) 監   事     ２ 名 

   ２ 本会に、顧問若干名を置くことができ

る。 

第６条  理事は、連合会を構成する各県人会の会

長をもってあてる。 

   ２ 会長、副会長及び監事は、理事の互選によ

る。 

   ３ 顧問は、役員会の決議により会長が委嘱

する。 

第７条  会長、副会長、監事の任期は、２年とする。

但し再任を妨げない。 

   ２ 会長、副会長、監事が退任したときは、直

近の役員会で後任を選出する。この場合の

任期は前任者の残任期間とする。 

第８条  会長は、会を代表し会務を総理する。 

   ２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故ある

ときはこれを代行する。 

   ３ 理事は、会長の諮問に応じ会務の執行に

当たる。 

   ４ 監事は、会計の監査に当たる。 

   ５ 顧問は、役員会に出席し、意見を述べるこ

とができる。 

 

（事  務  局） 

第９条  本会に、事務局を置く。 

２ 事務局長及び職員は、会長が委嘱する。 

 

（会   議） 

第 10 条    本会に総会及び役員会を置く。 

第 11 条  総会は毎年１回開催し、第２項に掲げ

る事項を協議する。但し、会長が必要と

認めた場合、及び会員の３分の１以上か

ら要求があったときは臨時総会を開くこ

とができる。 

 

      ２ 総会では、次の事項を協議する。 

    ①事業及び予算計画並びに庶務会計の報告 

    ②規約の改正 

    ③その他必要と認めた事項 

第 12 条  役員会は、会長が必要と認めるときに開

催し、第２項に掲げる事項を協議する。 

   ２ 役員会では、次の事項を協議する。 

       ①顧問、会長、副会長、監事の選出 

    ②福島県人会北海道連合会会長表彰者の決

定 

    ③総会の協議事項に関すること 

    ④その他必要と認めた事項 

 

第 13 条  総会及び役員会の議決事項は、出席者の

過半数をもって決する。 

 

（会   計） 

第 14 条  本会の経費は、会費及び寄付金をもっ

て充てる。 

第 15 条  本会の会計年度は、４月１日から翌年３

月３１日とする。 

 

    附   則 

この規約は、昭和４８年５月７日から施行する。 

    附   則                   

この規約は、昭和５０年５月１７日から施行する。    

        附   則 

この規約は、平成１１年５月１５日から施行する。 

        附   則 

この規約は、平成１４年５月１８日から施行する。 

    附   則 

この規約は、平成１６年５月８日から施行する。 

    附   則 

この規約は、令和３年５月２６日から施行する。 
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令和５年５月 27 日現在 

  

Ｎｏ 県人会名 設立年月日 備  考 

  １ 

  ２ 

  ３ 

  ４ 

  ５ 

  ６ 

  ７ 

  ８ 

  ９ 

 １０ 

 １１ 

 １２ 

 １３ 

 １４ 

 １５ 

 １６ 

 １７ 

 １８ 

 １９ 

 ２０ 

 ２１ 

 ２２ 
 

 ２３ 

 ２４ 
  
 
 

札      幌 

小   樽 

帯   広 

釧 路 市 

函   館 

北 恵 庭 

旭   川 

旭川駐屯地 

別 海 町 

帯広駐屯地 

南 恵 庭 

美 幌 町 

浜 中 町 

紋 別 地 区 

名   寄 

遠   軽 

稚   内 

朝 日 町 

余 市 町 

弟 子 屈 町 

千   歳 

恵 庭 市 
 

苫 小 牧 

標   茶 
 

福島県人会 

  北海道連合会 

 大正６年５月 

 昭和 20 年４月７日 

 昭和 23 年１月 28 日 

 昭和 26 年１月 18 日 

 昭和 37 年１月 26 日 

 昭和 37 年８月 

 昭和 40 年４月１日 

 昭和 41 年４月１日 

 昭和 42 年８月 

 昭和 45 年８月８日 

 昭和 45 年８月 

 昭和 50 年５月 

 昭和 51 年１月 

 昭和 52 年３月 

 昭和 54 年１月 

 昭和 56 年 10 月４日 

 昭和 58 年３月 27 日 

 昭和 59 年３月 14 日 

 昭和 60 年１月 20 日 

 昭和 60 年２月 21 日 

 昭和 61 年７月６日 

 昭和 62 年 10 月 
 

 平成元年９月７日 

 平成９年３月 18 日 
  
 昭和 48 年５月７日 
 

 

平成 15 年度より休止 

平成 21 年度より休止 

平成 17 年度より休止        
 

昭和 62 月 10 月合併 
 

平成７年度解散 
 

昭和 62 年度より休止 

昭和 62 月 10 月合併 
 

令和３年 5月 1日解散 

平成 28 年 6 月 1 日解散 

平成２年度より休止 

昭和 58 年度より休止 

平成 28 年度連合会退会 

平成６年度連合会退会 

平成７年度連合会退会 

平成 11 年９月 30 日解散 
 

北恵庭と南恵庭が合併   

平成 19 年度連合会退会 
 
平成 13 年 11 月 30 日解散 
 
 
 

役  職 氏  名 所属県人会 

顧  問 田 中  四 郎 札  幌 

会  長 近 藤  康 弘 美 幌 町 

副 会 長 小 山  直 子 函  館 

副 会 長 佐 藤  貞 夫 旭  川 

理  事 白 石  政 司 別 海 町 

理  事 船 山   一 札  幌 

監  事 五 島  洋 子 千  歳 

監  事 渡 辺  健 治 苫 小 牧 

福 島 県 人 会 北 海 道 連 合 会  役 員 一 覧  
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年 度 Ｓ４８．５ Ｓ５０．５ Ｓ５２．６ Ｓ５４．５ Ｓ５６．５ Ｓ５８．６

顧 問

会 長 高田　富與 札幌 高田　富與 札幌 渡辺　祐之助 函館 渡辺　祐之助 函館 渡辺　祐之助 函館 渡辺　祐之助 函館

副 会 長 渡辺　祐之助 函館 渡辺　祐之助 函館 木幡　禌郎 旭川 木幡　禌郎 旭川 木幡　禌郎 旭川 木幡　禌郎 旭川

木幡　禌郎 旭川 木幡　禌郎 旭川 信成　熊治郎 釧路 信成　熊治郎 釧路 信成　熊治郎 釧路 信成　熊治郎 釧路

吉原　正重 釧路 信成　熊治郎 釧路 五十嵐　清 札幌 伊東 喜左衛門 札幌 伊東 喜左衛門 札幌 伊東 喜左衛門 札幌

理 事 関根　清 小樽 関根　清 小樽 関根　清 小樽 五十嵐　長寿 函館 五十嵐　長寿 函館 五十嵐　長寿 函館

筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 関根　清 小樽 関根　清 小樽 関根　清 小樽

大内　省三 別海 大内　省三 別海 大内　省三 別海 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広

加茂　敏夫 陸自帯広 本名　喜志夫 旭川自 芳賀　甲正 旭川自 大内　省三 別海 大内　省三 別海 大内　省三 別海

井上　明久 陸自帯広 阿部　寅雄 陸自帯広 岡部　忠孝 旭川自 岡部　忠孝 旭川自 岡部　忠孝 旭川自

佐藤　喜四郎 北恵庭 箭内　利通 陸自帯広 箭内　利通 陸自帯広 箭内　利通 陸自帯広

佐藤　喜四郎 北恵庭 佐藤　喜四郎 北恵庭 佐藤　喜四郎 北恵庭

菅野　定信 岩見沢 菅野　定信 岩見沢 菅野　定信 岩見沢

斎藤　輝雄 南恵庭 斎藤　輝雄 南恵庭 斎藤　輝雄 南恵庭

監 事 菅野　定信 岩見沢 菅野　定信 岩見沢 菅野　定信 岩見沢 柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中

佐藤　喜四郎 北恵庭 佐藤　喜四郎 北恵庭 斎藤　輝雄 南恵庭 生方　義八 紋別 生方　義八 紋別 生方　義八 紋別

山内　英一 札幌 山内　英一 札幌 山内　英一 札幌 森谷　武 名寄 森谷　武 名寄 森谷　武 名寄

年 度 Ｓ６０．５ Ｓ６２．５ Ｈ元．５ Ｈ３．６ Ｈ４．５ Ｈ５．５

顧 問

会 長 森口　松太郎 札幌 森口　松太郎 札幌 森口　松太郎 札幌 森口　松太郎 札幌 森口　松太郎 札幌 梅津　一四郎 旭川

副 会 長 信成　熊治郎 釧路 信成　熊治郎 釧路 信成　熊治郎 釧路 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 柳田　三郎 浜中

梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 五十嵐　長寿 函館 柳田　三郎 浜中 上田　小八重 函館

五十嵐　長寿 函館 五十嵐　長寿 函館 五十嵐　長寿 函館 柳田　三郎 浜中 上田　小八重 函館 宮田　久雄 小樽

理 事 関根　清 小樽 関根　清 小樽 鈴木　好行 小樽 宮田　久雄 小樽 宮田　久雄 小樽 筒井　五三郎 帯広

筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 筒井　五三郎 帯広 橋本　千代寿 別海

鹿野　喜一 別海 橋本　千代寿 別海 橋本　千代寿 別海 橋本　千代寿 別海 橋本　千代寿 別海 桑原　清 釧路

柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 原田　平 紋別

生方　義八 紋別 斎藤　常次 紋別 斎藤　常次 紋別 斎藤　常次 紋別 原田　平 紋別 星　英治 旭川駐

加藤　高明 旭川自 加藤　高明 旭川駐 加藤　高明 旭川駐 星　英治 旭川駐 星　英治 旭川駐 長谷川　顕 稚内

橋谷田　照吉 帯広駐 橋谷田　照吉 帯広駐 斎藤　輝雄 恵庭 斎藤　輝雄 恵庭 長谷川　顕 稚内 渡辺　保 弟子屈

出崎　真明 北恵庭 佐藤　喜四郎 北恵庭 大村　貞男 名寄 相楽　喜久雄 稚内 渡辺　保 弟子屈 斎藤　輝雄 恵庭

斎藤　輝雄 南恵庭 大村　貞男 名寄 相楽　喜久雄 稚内 渡辺　保 弟子屈 斎藤　輝雄 恵庭 高木　秀邦 千歳

大村　貞男 名寄 相楽　喜久雄 稚内 渡辺　保 弟子屈 高木　秀邦 千歳 高木　秀邦 千歳 小国　清三 朝日町

相楽　喜久雄 稚内 渡辺　保 弟子屈 高木　秀邦 千歳 小国　清三 朝日町 小国　清三 朝日町 水野　実 余市

猪狩　寿太郎 弟子屈 高木　秀邦 千歳 水野　実 余市 宗像　捨男 札幌

監 事 小国　清三 朝日町 小国　清三 朝日町 小国　清三 朝日町 水野　実 余市 河野　嘉平 札幌 今野　豊 苫小牧

水野　実 余市 水野　実 余市 水野　実 余市 河野　嘉平 札幌 今野　豊 苫小牧 橋本　幸夫 美幌

河野　嘉平 札幌 河野　嘉平 札幌 河野　嘉平 札幌 今野　豊 苫小牧 橋本　幸夫 美幌 井上　専治 札幌

年 度 Ｈ７．５ Ｈ９．５ Ｈ１１．５ Ｈ１２．２ Ｈ１３．５ Ｈ１４．５

顧 問 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川

会 長 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館

副 会 長 柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中 柳田　三郎 浜中 斎藤　輝雄 恵庭 斎藤　輝雄 恵庭 斎藤　輝雄 恵庭

上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 斎藤　輝雄 恵庭 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内

斎藤　輝雄 恵庭 斎藤　輝雄 恵庭 長谷川　顕 稚内 菅野　達真 別海 菅野　達真 別海 菅野　達真 別海

理 事 橋本　千代寿 別海 橋本　千代寿 別海 梅津　一四郎 旭川 小野　一郎 旭川 小野　一郎 旭川 小野　一郎 旭川

桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 菅野　達真 別海 伊藤　秀麻 浜中 伊藤　秀麻 浜中 伊藤　秀麻 浜中

原田　平 紋別 原田　平 紋別 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路

長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 原田　平 紋別 原田　平 紋別 原田　平 紋別 原田　平 紋別

高木　秀邦 千歳 高木　秀邦 千歳 高木　秀邦 千歳 高木　秀邦 千歳 高木　秀邦 千歳 木内　將一 千歳

今野　豊 苫小牧 今野　豊 苫小牧 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌

橋本　幸夫 美幌 橋本　幸夫 美幌 櫛田　久雄 小樽 櫛田　久雄 小樽 櫛田　久雄 小樽 櫛田　久雄 小樽

櫛田　久雄 小樽 櫛田　久雄 小樽 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌

菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 樋川　清七 弟子屈

樋川　清七 弟子屈

監 事 佐野　政光 帯広 佐野　政光 帯広 小林　栄蔵 標茶 小林　栄蔵 標茶 小林　栄蔵 標茶 新田　正雄 帯広

樋川　清七 弟子屈 小林　栄蔵 標茶 新田　正雄 帯広 新田　正雄 帯広 新田　正雄 帯広 大内　清治 苫小牧

井上　専治 札幌 井上　専治 札幌 今野　豊 苫小牧 大内　清治 苫小牧 大内　清治 苫小牧
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年 度 Ｈ１５．５ Ｈ１６．５ Ｈ１７．５ Ｈ１８．５ Ｈ１９．５ Ｈ２０．５

顧 問 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川 梅津　一四郎 旭川

上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館

会 長 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内

副 会 長 菅野　達真 別海 菅野　達真 別海 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌

宍戸　政直 美幌 宍戸　政直 美幌 大内　清治 苫小牧 小野　一郎 旭川 小野　一郎 旭川 小野　一郎 旭川

大内　清治 苫小牧 大内　清治 苫小牧 小野　一郎 旭川 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館

理 事 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌 菅野　勉吉 札幌

桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 桑原　清 釧路 草野　藤夫 浜中 草野　藤夫 浜中

上田　小八重 函館 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館 渡辺　忠助 紋別 渡辺　忠助 紋別

小野　一郎 旭川 小野　一郎 旭川 伊藤　秀麻 浜中 草野　藤夫 浜中 只野　覚 恵庭 神野　修 苫小牧

伊藤　秀麻 浜中 伊藤　秀麻 浜中 原田　平 紋別 渡辺　忠助 紋別 神野　修 苫小牧 高玉　紀男 帯広

原田　平 紋別 原田　平 紋別 千葉　常雄 別海 千葉　常雄 別海 高玉　紀男 帯広 白石　政司 別海

木内　將一 千歳 木内　將一 千歳 只野　覚 恵庭 只野　覚 恵庭

神野　修 苫小牧

監 事 新田　正雄 帯広 新田　正雄 帯広 新田　正雄 帯広 新田　正雄 帯広 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳

富永　恭輔 恵庭 富永　恭輔 恵庭 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳 千葉　常雄 別海

年 度 Ｈ２１．５ Ｈ２２．５ Ｈ２３．４ Ｈ２４．５ Ｈ２５．６ Ｈ２６．６

顧 問 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館 上田　小八重 函館

会 長 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧

副 会 長 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳 金子　民男 旭川 金子　民男 旭川 金子　民男 旭川 金子　民男 旭川

神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳 木内　將一 千歳

渡辺　忠助 紋別 渡辺　忠助 紋別 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌

理 事 長谷川　顕 稚内 長谷川　顕 稚内 打地　健一 美幌 近藤　康弘 美幌 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館

菅野　勉吉 札幌 寺脇　弘晋 札幌 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中

打地　健一 美幌 打地　健一 美幌 一條　　木 稚内 一條　　木 稚内 一條　　木 稚内 一條　　木 稚内

高玉　紀男 帯広 天野　登恵 浜中 青田　輝智 紋別 青田　輝智 紋別 青田　輝智 紋別 青田　輝智 紋別

天野　登恵 浜中

監 事 金子　民男 旭川 金子　民男 旭川 寺脇　弘晋 札幌 田中　四郎 札幌 白石　政司 別海 白石　政司 別海

白石　政司 別海 白石　政司 別海 白石　政司 別海 白石　政司 別海 近藤　康弘 美幌 近藤　康弘 美幌

年 度 Ｈ２７．６ Ｈ２８．５ Ｈ２９．５ Ｈ３０．５ R１．５ R２．５　

顧 問 熊坂　成剛 函館 熊坂　成剛 函館

会 長 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌

副 会 長 金子　民男 旭川 田中　四郎 札幌 白石　政司 別海 白石　政司 別海 近藤　康弘 美幌 近藤　康弘 美幌

木内　將一 千歳 白石　政司 別海 近藤　康弘 美幌 近藤　康弘 美幌 小山　直子 函館 小山　直子 函館

田中　四郎 札幌 近藤　康弘 美幌

理 事 小山　直子 函館 青田　輝智 紋別 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧 神野　修 苫小牧

天野　登恵 浜中 佐藤　貞夫 旭川 佐藤　貞夫 旭川 佐藤　貞夫 旭川 白石　政司 別海 白石　政司 別海

一條　　木 稚内 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳 佐藤　貞夫 旭川 佐藤　貞夫 旭川

青田　輝智 紋別 阿部　勇 稚内 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳

監 事 白石　政司 別海 小山　直子 函館 小山　直子 函館 小山　直子 函館 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中

近藤　康弘 美幌 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中 天野　登恵 浜中 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳

年 度 R３．５ R４．５ R５．５

顧 問 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌 田中　四郎 札幌

会 長 近藤　康弘 美幌 近藤　康弘 美幌 近藤　康弘 美幌

副 会 長 小山　直子 函館 小山　直子 函館 小山　直子 函館

佐藤　貞夫 旭川 佐藤　貞夫 旭川 佐藤　貞夫 旭川

理 事 神野　修 苫小牧 白石　政司 別海 白石　政司 別海

白石　政司 別海 渡辺　健治 苫小牧 船山　一 札幌

監 事 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳 五島　洋子 千歳

稲村　宗彦 札幌 稲村　宗彦 札幌 渡辺　健治 苫小牧

福 島 県 人 会 北 海 道 連 合 会  歴 代 役 員 一 覧  
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